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平成20年２月号３ 平成20年２月号 ２

中野市の貸
バランスシート

借対照表
平成18年度

市役所 財政課 財政係（☎２２－２１１１内線２２１）問

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
あ
る
時
点
に
存
在
す
る
、
税

金
の
投
入
な
ど
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
資
産

や
、
将
来
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負

債
と
返
済
が
不
要
な
純
資
産
と
の
比
率
な

ど
に
関
す
る
情
報
が
把
握
で
き
ま
す
。

バランスシートは貸借対照表という意味で、一般的に企業会計の
決算の中でまとめられ、企業の財務状況をあらわす表のことです。

　
今
回
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、「
新
地

方
公
会
計
制
度
研
究
会
報
告
書
（
平
成
18

年
５
月
18
日
公
表
）」
と
「
新
地
方
公
会

計
実
務
研
究
会
報
告
書
（
平
成
19
年
10
月

17
日
公
表
）」を
活
用
し
、作
成
し
ま
し
た
。

⑴
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在
で
、
資
産
合

　
計
が
約
１
０
５
０
億
円
で
あ
る
一
方
、

　
負
債
は
約
２
４
６
億
円
で
、
そ
の
差
の

　
純
資
産
は
約
８
０
４
億
円
で
す
。

⑵
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産
が
約

　
９
５
８
億
円
で
、
資
産
全
体
の
91
％
を

　
占
め
、
残
り
が
基
金
・
貸
付
金
・
未
収

　
入
金
な
ど
で
、
合
計
約
92
億
円
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。

⑶
有
形
固
定
資
産
を
目
的
別
に
見
る
と
、

　
生
活
イ
ン
フ
ラ･

国
土
保
全
（
道
路
、

　
橋
り
ょ
う
、
都
市
計
画
、
公
園
な
ど
）

　
で
多
く
の
事
業
費
が
か
か
り
、
毎
年
継

　
続
的
に
整
備
さ
れ
る
土
木
関
係
が
、
約

　
４
８
６
億
円
（
有
形
固
定
資
産
全
体
の

　
50
・
８
％
）、
小
・
中
学
校
や
図
書
館
な

借　　　　　　方 貸　　　　　　　方
〔資産の部〕
１．公共資産
⑴有形固定資産
①生活インフラ
　　　・国土保全
②教育　　　　　
③福祉　　　　　
④環境衛生　　　 
⑤産業振興　　　
⑥消防費
⑦総務費
有形固定資産計
⑵売却可能資産

486億4,833万円

266億1,609万円
37億9,122万円
3億3,062万円

108億8,315万円
3億3,169万円

49億0,709万円
958億0,819万円

 0万円

〔負債の部〕
１．固定負債
⑴地方債　　　

⑵長期未払金
①物件の購入等
②債務保証または
　損失補償
③その他
　長期未払金計

⑶退職給与引当金

187億4,752万円

０万円

０万円
０万円
０万円

34億4,346万円

有形固定資産合計　　　　958億0,819万円 固定負債合計　    　221億9,098万円
２．投資等
⑴投資および出資金
①投資および出資金  
②投資損失引当金 
投資および出資金計  
⑵貸付金  
⑶基金
①退職手当目的基金
②その他特定目的基金 
③土地開発基金　　　
④その他の定額運用基金
⑤退職手当組合積立金 
　基金計  
⑷長期滞納債権　
⑸回収不能見込額 

8億7,635万円
0万円

8億7,635万円
1億0,809万円

11億8,203万円
21億1,784万円
8億9,461万円
1億0,087万円

0万円
42億9,535万円
4億1,849万円

4,397万円

２．流動負債

⑴翌年度償還予定
　地方債　　

⑵短期借入金
（翌年度繰上充用金）

⑶未払金　　　

⑷翌年度支払予定
　退職手当　 

⑸賞与引当金　　
　　　　　 

20億1,162万円

0万円

0万円

1億7,308万円

2億1,889万円

流動負債合計　　　　24億0,359万円
投資等合計　  　  　　　　57億4,225万円 負債合計　　　  　  245億9,457万円
３．流動資産
⑴現金・預金
①財政調整基金　
②減債基金　　
③歳計現金　　
　現金・預金計
⑵未収金
①地方税　　　　
②その他　　　
③回収不能見込額　　  
　未収金計　　　　　

17億8,500万円
12億1,685万円
2億8,842万円

32億9,027万円

1億2,969万円
4,374万円

260万円
 1億7,603万円

〔純資産の部〕
1.公共資産等整備
  国県補助金等　　

2.公共資産等整備
  一般財源等　　

3.その他一般財源等 
 　　
4.資産評価差額　　

189億7,208万円

596億4,173万円

18億0,836万円

 0万円

流動資産合計　　       　　34億6,630万円 純資産合計　  　　  804億2,217万円
資産合計　　       　　  1,050億1,674万円 負債・正味資産  　1,050億1,674万円

普通会計のバランスシート （平成19年３月31日現在）

　
ど
の
建
設
事
業
費
を
含
む
教
育
費
関
係

　
が
約
２
６
６
億
円
（
同
27
・
８
％
）
と

　
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

⑷
負
債
の
部
で
は
、
地
方
債
分
が
固
定
負

　
債
と
流
動
負
債
を
合
わ
せ
て
約
２
０
８

　
億
円
で
、
負
債
全
体
の
約
84
・
４
％
、

　
退
職
給
与
引
当
金
が
約
34
億
円
で
約
14

balance sheet
１　経常的収支の部

人件費
物件費
社会保障給付
補助金等
支払利息
他会計への事務費等
その他支出

40億0,163万円
21億4,258万円
14億6,742万円
20億5,041万円
4億1,231万円
9億4,627万円
2億6,234万円

支出合計　　　　　　112億8,296万円
地方税
地方交付税
国県補助金等
使用料・手数料
分担金・負担金・寄附金
諸収入
地方債発行額
基金取崩額
その他収入

54億9,668万円
56億3,530万円
12億6,411万円
4億3,551万円

5,993万円
4億1,462万円
4億6,970万円
5億3,982万円

14億6,210万円
収入合計  　　　　　　157億7,777万円
経常的収支額　　　　　 44億9,481万円

資金収支計算書
（平成18年４月1日～平成19年３月31日）

３　投資・財務的収支の部
貸付金
基金積立額
定額運用基金への繰出支出

他会計への公債費
地方債償還額

2億1,770万円
11億2,346万円

76万円
10億2,215万円
22億7,790万円

支出合計 　　　　　　　　46億4,197万円
貸付金回収額
公共資産等売却収入
その他収入

2億3,161万円
698万円

7,700万円
収入合計　　　　　　　　  3億1,559万円
投資・財務的収支額　△43億2,638万円

２　公共資産整備収支の部
公共資産整備支出
公共資産整備補助金等支出

他会計への建設費

11億9,742万円
1億4,074万円

1,153万円
支出合計　　　　　　　　 13億4,969万円
国県補助金等
地方債発行額
基金取崩額
その他収入

1億4,303万円
5億7,010万円

3,028万円
4,467万円

収入合計　　　　　　　　　7億8,808万円
公共資産整備収支額  　△5億6,161万円

資キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

金
収
支
計
算
書

　

資
金
収
支
計
算
書
と
は
、
一
会
計
年
度
に
お
け
る
資
金
の
増
減
の

状
況
を
説
明
す
る
計
算
書
で
す
。

　

こ
の
資
金
収
支
計
算
書
は
、
行
政
活
動
を
資
金
の
流
れ
か
ら
見
た
も

の
で
、
年
初
と
年
度
末
の
資
金
の
増
減
内
訳
を
表
に
し
た
も
の
で
す
。

　
％
の
構
成
比
に
な
り
ま
し
た
。

⑸
純
資
産
の
部
で
は
、
国
・
県
か
ら
の
補

　
助
金
分
が
約
１
９
０
億
円
で
純
資
産
全

　
体
の
約
23
・
６
％
、
公
共
資
産
等
整
備

　
に
か
か
っ
た
市
税
な
ど
の
一
般
財
源
分

　
が
約
５
９
６
億
円
で
、
純
資
産
全
体
の

　
約
74
・
２
％
の
構
成
比
に
な
り
ま
し
た
。

普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　
　
　
　
　

作
成
の
基
本
的
事
項

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
分
か
る
こ
と

　
今
回
作
成
し
た
資
金
収
支
計
算
書

は
、次
の
事
項
に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
。

⑴
対
象
と
な
る
会
計
範
囲
は
普
通
会
計

　
で
す
。

⑵
資
金
の
範
囲
を
歳
計
現
金
と
し
て
い

　
ま
す
。

　
本
市
の
資
金
収
支
計
算
書
は
次
の
と

お
り
で
す
。

⑴
「
経
常
的
収
支
に
よ
る
資
金
収
支
計

　
算
書
」
は
、
約
45
億
円
の
プ
ラ
ス
と

　
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
「
公
共
資
産
整
備
に
よ
る
資
金
収
支

　
計
算
書
」
で
は
約
６
億
円
の
マ
イ
ナ

　
ス
と
な
っ
て
お
り
、「
経
常
的
収
支

　
の
資
金
収
支
計
算
書
」
の
プ
ラ
ス
の

　
額
の
範
囲
内
で
対
応
で
き
ま
し
た
。

⑶
投
資･

財
務
的
収
支
に
よ
る
資
金
収

　
支
計
算
書
は
、
約
43
億
円
の
マ
イ
ナ

　
ス
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
債
の
発
行

　（
投
資･

財
務
的
収
支
の
支
出
に
該

　
当
す
る
地
方
債
発
行
）
を
上
回
る
地

　
方
債
の
償
還
額
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

　
る
も
の
で
す
。

⑷
以
上
３
つ
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

　
計
算
書
で
、
歳
計
現
金
の
年
度
末
残

　
高
は
、
約
２
億
９
０
０
０
万
円
と
な

　
り
ま
し
た
。

資
金
収
支
計
算
書
か
ら
分
か
る
こ
と

資
金
収
支
計
算
書
の
基
本
的
事
項

当年度歳計現金増減額 △3億9,318万円
期首歳計現金残高 6億8,160万円
期末歳計現金残高 2億8,842万円

※ 一時借入金に関する情報
①資金収支計算書には、一時借入金の増減は含まれ
　ていません。
②平成18年度における一時借入金の借入限度額は、
　25億円です。
③支払利息のうち一時借入金利子は０.３万円です。 cash flow



はい

平成20年２月号7 平成20年２月号 ４５

の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

期
間
は
、
２
月
18
日
～
３
月
17
日
で
す

　市 ･県民税と所得税の申告が始まります。申告は
正しくお早めに済ませましょう。申告について不明
な点は、申告相談会場でお尋ねください。

申
告
相
談
日
程

市･
県
民
税

市
・
県
民
税
の

　

申
告
は
市
役
所
へ

　
左
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
、
市
・
県

民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
、
２

月
18
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
間

に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
課
税

の
基
礎
資
料
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
所
得
証
明
や
課
税
証
明
な
ど

の
証
明
書
の
発
行
、
国
民
健
康
保

険
税
や
保
育
料
の
算
定
、
年
金
・

各
種
手
当
て
な
ど
の
基
礎
資
料
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
に
必
要
な
物

●
申
告
書
と
印
鑑

●
所
得
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴

申
告
相
談
を
受
け
ら

れ
る
方
へ
の
お
願
い

⑴
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類
は
全
て

　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⑵
配
偶
者
、
扶
養
控
除
を
受
け
る

　
場
合
は
、
ご
家
族
の
所
得
の
内

　
容
、
金
額
な
ど
も
分
か
る
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。

所  

得  

税

確
定
申
告
を
お
早
め
に

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
昨
年

一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
自
分
で

計
算
し
て
、
申
告
・
納
付
す
る
手

続
き
で
す
。
２
月
18
日
か
ら
３
月

17
日
ま
で
の
間
に
、
信
濃
中
野
税

務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
間
の
終
了
間
近
に
な
る

と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
信
濃
中
野
税
務

署
（
☎
�
３
１
５
１
）

⑶
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
の
支
払

　
総
額
な
ど
計
算
の
で
き
る
も
の

　
は
、
ご
自
宅
で
済
ま
せ
て
か
ら

　
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
税
務
課

課
税
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線

２
２
５
）

　
収
票
、
営
業
・
農
業
・
不
動
産

　
な
ど
の
事
業
所
得
の
収
支
内
訳

　
書
な
ど
）

●
医
療
費
の
領
収
書
や
生
命
保
険

　
料
等
の
証
明
書
な
ど
、
確
認
で

　
き
る
も
の

※
国
民
年
金
保
険
料
に
係
る
社
会

　
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
、

　
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
を

　
し
た
旨
を
証
す
る
書
類
が
必
要

　
に
な
り
ま
す
。

※ 2 月 18 日、３月３日の「還付申告」の日は､ 給与､ 年金所得の所得税の還付を受ける方（市内全地区）を対象と
　します｡ なお､ 対象地区の指定日に来られない方も相談は受けられますが、混雑をさけるため、できるだけ対象
　地区日にご来場くださるようお願いします。

期日17 14 13 12 11 10 ７ ６ ５ ４ ３ 29 28 27 26 25 22 21 20 19 18
月 金 木 水 火 月 金 木 水 火 月 金 木 水 火 月 金 木 水 火 月

中
野 倭 科

野
平
岡

長
丘

高
丘

平
野

延
徳

日
野

中
野

還
付
申
告

倭 科
野

平
岡

長
丘

高
丘

平
野

延
徳

日
野

中
野

還
付
申
告

中
野
会
場 対
象
地
区※中野会場は「中野市民会館２階 41 号会議室」です。

　豊田会場は「豊田支所２階大会議室」です。 
※受付は午前８時～午後３時（相談は午前９時～）です。
※２月 29 日㈮以降は、中野会場のみとなります。

永
田

永
田

永
田

永
田

豊
津

豊
津

豊
津

上
今
井

上
今
井

豊
田
会
場

２月３月

※次に該当する方は、確定申告が必要になりますのでご注意ください。
　・事業所得、不動産所得のある方や、年金受給者などで平成 19 年中の所得金額の合計が各種所得控除
　　などの合計額を超える方　※市・県民税と所得税（確定申告）の所得控除額は異なるものがあります
　　のでお気をつけください。
　（給与所得者）
　・給与の収入が 2,000 万円を超える方　・給与を 2 カ所以上から受けている方
　・給与所得および退職所得以外の所得の合計額が 20 万円を超える方
※市・県民税の申告では所得税の還付は受けられません。確定申告が必要です。
※他にも確定申告が必要になる場合があります｡ 詳しくは、信濃中野税務署（☎２２－３１５１）または
　市役所税務課（☎２２－２１１１内線２２５）までお問い合わせください。

　市・県民税の申告書は、前年の申告状況および平成
19 年中に会社を退職された方などにお送りしています。
　申告書が送られてこない場合でも、下の図により「市・
県民税の申告が必要です」になる方は、市役所税務課へ
お問い合わせください。

市・県民税の申告が必要な方は

平成 20 年１月１日現在
中野市に居住していまし
たか？

中野市内に事務所 ･ 事業所
･ 家屋敷がありますか？

※平成 20 年１月１日現在居住してい
　た市町村に申告が必要かお問い合わ
　せください。

　※中野市での均等割とは別に、平成
　　20 年１月１日現在居住していた市
　　町村に市・県民税の申告が必要か
　　お問い合わせください。

※収入がない方で親族の扶養になって
　いる方は申告の必要はありません。
　（扶養している方の申告書又は源泉
　徴収票をご確認ください。）

※確定申告をされた方は、市・県民税
　の申告は不要です。

※ただし、生命保険料、社会保険料な
　どの控除を受けられる方は申告して
　ください。

※ただし、年末調整されていない生命
　保険料、社会保険料などの控除を受
　けられる方は申告してください。

 中野市での
 市 ･ 県民税の申告は不要です

均等割が課税されます。ただし、
賃貸している等で課税されない
場合もあるので、税務課までご
連絡ください。

平成19年１月１日から平
成19年12月31日までに
収入がありましたか？

所得税、市・県民税の申告
上で、親族の扶養になって
いますか？

税務署へ確定申告をしますか？

あなたは給与所得者です
か？（アルバイトの方も
含みます）

あなたの収入は公
的年金（遺族年金、
障害者年金は除
く）のみですか？

給与所得のほかに、公的
年金収入以外の所得があ
りますか？（事業所得・
不動産所得・保険契約な
どに基づく年金など）

会社から中野市
へ、給与支払報告
書は提出されてい
ますか？

市・県民税の申告が必要です

は じ ま り

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ



平成20年２月号7 平成20年２月号 ６7

〔
計
画
策
定
の
背
景
〕

　
通
常
、
公
的
資
金
の
繰
上
償
還

を
行
う
場
合
に
は
、
未
償
還
利
子

残
額
の
大
半
を
補
償
金
と
し
て
支

払
う
必
要
が
あ
り
、
繰
上
償
還
を

し
て
も
総
支
払
額
で
の
メ
リ
ッ
ト

が
少
な
い
た
め
、
繰
上
償
還
を
断

念
し
て
き
ま
し
た
。

　
国
で
は
、
地
方
自
治
体
の
財
政

運
営
に
お
け
る
公
債
費
負
担
の
軽

減
を
目
的
に
、
平
成
十
九
年
度
か

ら
三
年
間
で
、
高
金
利
（
五
％
以

上
）
の
地
方
債
を
対
象
に
五
兆
円

規
模
の
公
的
資
金
の
補
償
金
免
除

繰
上
償
還
を
認
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
の
条
件
と
し
て
健
全
化

計
画
の
策
定
を
義
務
付
け
た
も
の

で
す
。

〔
繰
上
償
還
の
条
件
〕

　
健
全
化
計
画
を
策
定
し
た
団
体

が
対
象
で
、
そ
の
目
標
値
や
達
成

度
に
よ
り
繰
上
償
還
す
る
こ
と
の

で
き
る
額
が
決
定
し
ま
す
。

〔
計
画
名
〕

●
平
成
十
九
年
度
中
野
市
財
政
健

　
全
化
計
画

●
平
成
十
九
年
度
中
野
市
下
水
道

　
事
業
特
別
会
計
公
営
企
業
経
営

　
健
全
化
計
画

●
平
成
十
九
年
度
中
野
市
農
業
集

　
落
排
水
事
業
特
別
会
計
公
営
企

　
業
経
営
健
全
化
計
画

●
平
成
十
九
年
度
中
野
市
水
道
事
業

　
会
計
公
営
企
業
経
営
健
全
化
計
画

〔
計
画
期
間
〕　

平
成
十
九
～
二
十
三
年
度

〔
計
画
策
定
の
趣
旨
〕

　
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

で
、
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
な
く

対
象
と
な
る
公
的
資
金
を
繰
上
償

還
し
、
ま
た
は
、
よ
り
低
利
な
地

方
債
へ
の
借
換
え
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
子
負
担

の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

〔
計
画
の
内
容
〕

　
中
野
市
行
政
改
革
大
綱
な
ど
と

整
合
を
図
り
つ
つ
、
将
来
の
財
政

運
営
・
地
方
公
営
企
業
の
健
全
運

営
を
実
現
す
る
た
め
、
人
件
費
の

削
減
や
行
政
改
革
な
ど
の
目
標
と

な
る
指
標
を
定
め
た
計
画
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　
せ
い
た
だ
く
か
、
市
公
式
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
繰
上
償
還
に
よ
る
利
子
軽
減
分
〕

【
普
通
会
計
】
三
、二
九
八
万
余
円

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　
　
　
三
億
四
、三
〇
八
万
余
円

【
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
】

　
　
　
　
　
一
、三
八
〇
万
余
円

【
水
道
事
業
会
計
】　
　
　
　
　
　

　
　
　
四
億
七
、〇
六
二
万
余
円

※
軽
減
分
は
、
繰
上
償
還
の
希
望

　
額
が
全
額
認
め
ら
れ
た
場
合
の

　
金
額
で
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.nakano.

nagano.jp/index_pc.asp

問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
財
政
課

財
政
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線

２
２
１
）
ま
た
は
上
下
水
道
課
監

理
係
（
内
線
３
７
８
）

　市では、公的資金（旧資金運用部資金、公営企業金融公庫資金など）に
よる借入金の補償金免除繰上償還などを行うため、財政健全化計画・公営
企業経営健全化計画を策定しました。

「財政健全化計画・公営企業経営健全化計画」を策定
公的資金補償金免除繰上償還等に係る

 

新
成
人
に
贈
る
漢
字
一
文
字  

募
集
！

信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞  

第
２
弾

　「
信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞
」

新
成
人
に
贈
る
漢
字
一
文
字
を
募

集
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
か
ら
、
中
野
市
の

成
人
式
は
中
野
・
豊
田
両
地
域
を

統
一
し
て
、
五
月
四
日
㈰
み
ど
り

の
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、「
信
州
中

野
の
一
文
字
大
賞
」を
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
一
文
字
の
テ
ー
マ
は
、

統
一
成
人
式
に
ち
な
み
、「
新
成

人
に
贈
る
漢
字
一
文
字
（
常
用
漢

字
）」
と
し
ま
す
。

　
大
賞
の
発
表
は
統
一
成
人
式
当

日
と
し
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
前

で
発
表
し
ま
す
。

　
成
人
式
で
成
人
を
迎
え
る
方
々

へ
、
皆
さ
ん
の
想
い
を
託
し
た
漢

字
一
文
字
を
贈
り
ま
し
ょ
う
！

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
の
期
待
、
励

ま
し
、
そ
の
ほ
か
ど
ん
な
想
い
で

も
結
構
で
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
（
漢
字
一
文
字
、
そ
の
理
由
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
）

を
記
入
し
、
直
接
持
参
し
て
い
た

だ
く
か
、
市
内
の
公
共
施
設
な
ど

に
設
置
さ
れ
た
応
募
箱
へ
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム（
携
帯
電
話
可
）

で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

応
募
用
紙
と
応
募
箱
の
設
置
場
所

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
市
役

所
総
合
案
内
、
中
央
・
北
部
・
西

部
・
豊
田
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、
帯
の
瀬
ハ
イ

ツ
、
も
み
じ
荘
、
ま
だ
ら
お
の
湯

※
応
募
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ぺ

　
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　
き
ま
す
。

募
集
期
限
　
三
月
二
十
六
日
㈬

結
果
発
表　

①
結
果
は
成
人
式
に
て
発
表
す
る

　
ほ
か
、
広
報
な
か
の
や
市
公
式

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

②
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
記
念

　
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
　
中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

中
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
０
７
）

Ｅ
メ
ー
ル shogai@

city.nakano.
nagano.jp

　
小
林
喜
世
子
さ
ん（
栗
和
田
・

新
任
）
が
、
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
一
月
一
日
か
ら
三

年
間
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
他
に
、
町

田
進
治
さ
ん
（
中
町
）、
須
原

政
子
さ
ん
（
東
松
川
）、
池
田

定
榮
さ
ん
（
新
保
）、
畔
上
勢

津
子
さ
ん
（
片
塩
）、
佐
野
茂

さ
ん
（
金
井
）、
上
野
善
久
さ

ん（
柳
沢
）、深
澤
舜
英
さ
ん（
上

今
井
）、森
山
伸
子
さ
ん（
永
田
）

が
委
嘱
さ
れ
、
各
地
域
で
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
活
動

　
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ

れ
な
い
よ
う
常
に
注
意
を
払

い
、
も
し
、
人
権
が
侵
害
さ
れ

た
と
き
は
、
そ
の
相
談
を
受
け

る
と
と
も
に
、
被
害
者
救
済
の

た
め
、
速
や
か
に
適
切
な
処
置

を
と
り
ま
す
。

　
ま
た
、
街
頭
啓
発
な
ど
を
通

じ
て
、
人
権
の
大
切
さ
を
よ
り

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

に
務
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
２
８
７

人権擁護委員を
　　　　紹介します

「 旧中野平中学校 」の跡地
　　　　　を売却します
　市では、財源の確保などを目的に、「旧中野平中
学校」跡地を売却することにしました。
〔売却方法〕　公募提案型方式※により、購入希望者
から土地の活用方法を公募し、審査委員会による審
査を参考に決定します。
※公募提案型方式…土地活用事業計画の提案内容と買受
　希望価格の両方を勘案して、買受者を決定する方法
〔土地の現況〕
所在地／中野市大字片塩字松崎 58 番２、58 番３
地　目／雑種地
面　積／２筆合計　２万１，９７６㎡（６，６４７坪）
〔最低売却価格〕　４億５，０００万円
〔主な応募要件〕
　・２筆一括売却とする

　・商業施設の小売店舗は除外とする
　・風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する
　　法律第２条に掲げる営業に該当するものは除外
　　とする　など
〔参加申込受付期間〕
２月 18 日㈪から３月 10 日㈪まで
〔応募提案書等受付期間〕
３月 11 日㈫から４月 11 日㈮まで
〔その他〕
　応募方法など詳しい内容については、売却実施要
項をご覧ください。この要項は、市役所財政課にお
いて配布します。
〔問い合わせ先〕
市役所財政課管財係（☎ (22) ２１１１ 内線２２２）

中
野
市
土
地
開
発
公
社

　
中
野
市
土
地
開
発
公
社
が
保
有

し
て
い
る
土
地
（
下
表
）
の
売
却

を
実
施
し
ま
す
。

　
購
入
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
方

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
の
方

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
農
地
と
し
て
の
利
用
と
な
る
た

め
、
農
地
法
第
３
条
の
許
可
が
見

込
め
る
方
（
当
該
用
地
取
得
後
の

経
営
面
積
が
五
十
㌃
以
上
の
方
。

物
件
番
号
②
は
四
十
㌃
以
上
）

◆
申
込
期
間　

二
月
十
二
日
㈫
～

四
月
十
一
日
㈮

◆
決
定
方
法　

条
件
付
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
決
定
（
入
札
は
別
途

実
施
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
土
地
開
発
公
社
（
市
役
所

都
市
計
画
課
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
８
）

保
有
地
を
売
却
し
ま
す

物件番号 所在地 地目 公簿面積 最低売却価格
①  壁田605 田 2,915㎡ 6,122,000 円

②  三ツ和1297-1、
           1297-2 田 2,552㎡ 4,594,000 円

〔下表〕



平成20年２月号９ 平成20年２月号 ８

　老人医療制度は、75歳（一定の障害がある方は65歳）以上の人が、
安心してお医者さんにかかるためにとても大切な制度です。医療機関の窓口で支払っ
ているのは医療費の一部で、そのほかは老人医療制度が負担しています。
　医療費は高い状態が続いていますが、どういったことが増加の原因となっているの
かを理解して、医療費の節約に取り組みましょう。

中野市の老人医療
～老人医療費の現状を見てみましょう～

　
平
成
十
八
年
度
の
中
野
市

の
老
人
医
療
受
給
対
象
者
は
、

６
５
０
９
人
で
、
医
療
費
の
総
額

は
、約
四
十
二
億
五
千
万
円
で
す
。

一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約

六
十
五
万
三
千
円
で
、
長
野
県
の

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
診
療
費
別
に
み
る
と
、入
院
外
・

歯
科
な
ど
は
県
平
均
を
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、
薬
剤
や
柔
整
・
は
り

き
ゅ
う
な
ど
の
支
給
費
は
県
平
均

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
野
市
の
一
人
当
た
り
の
老
人

医
療
費
は
、
平
成
十
八
年
度
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
依
然
、
医
療
費

は
高
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
や
医
療
技
術
の
進

歩
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
今
後
も

医
療
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
に
関
心

を
持
ち
、
日
頃
か
ら
上
手
な
受
診

と
健
康
維
持
に
心
が
け
、
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

　
体
調
が
悪
い
と
き
に
相
談
で
き

る
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
と
安
心

で
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
る
際
に
は
「
か
か
り
つ
け
医

の
意
見
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
重
複
受
診
を
や
め
る

　
病
院
を
変
え
る
と
、
ま
た
初
診

料
を
支
払
い
、
同
じ
よ
う
な
検
査

　
老
人
医
療
で
は
、
所
得
に
応
じ

て
一
カ
月
に
支
払
う
自
己
負
担
の

上
限
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
己

負
担
額
が
そ
の
上
限
を
超
え
た
場

合
は
、
超
え
た
分
が
後
か
ら
払
い

戻
し
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
毎
月
、
支
給
対
象
の
方

に
、
高
額
医
療
支
給
申
請
の
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。
申
請
を
一

度
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
後
に

該
当
し
た
場
合
は
自
動
的
に
受
給

で
き
ま
す
。

 認知症を考える会

　
近
年
、
大
地
震
発
生
の
可
能
性

が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
た
地
域
に

お
い
て
も
、
地
震
が
発
生
し
多
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
な
ど
、
大
地

震
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
中
野
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

は
、
耐
震
診
断
と
そ
の
結
果
に
基

づ
く
耐
震
改
修
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
予
想
さ
れ
る
地
震

災
害
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
様
の

生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
に
対

す
る
ご
意
見
を
、
市
民
の
皆
様
か

ら
募
集
し
ま
す
。

［
資
料
の
閲
覧
場
所
］

・
市
役
所
都
市
計
画
課

・
豊
田
支
所
建
設
課

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
市
役
所
お
よ
び
豊
田
支
所
で
の

　
閲
覧
時
間
は
平
日
の
午
前
八
時

　
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分

　
ま
で
で
す
。

［
ご
意
見
の
提
出
方
法
］

　
文
書
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く

か
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
提
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
お
電
話
で
の
ご
意
見

に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
文
書
の
様
式
は
任
意
で

す
が
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
他
の

目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
が
、
氏

名
な
ど
の
記
載
の
な
い
ご
意
見
に

は
、
内
容
確
認
な
ど
の
都
合
上
、

対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［
募
集
期
間
］

二
月
十
二
日
㈫
～
二
十
九
日
㈮

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の

　
対
応
状
況
は
、
募
集
期
間
終
了

中
野
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
（
素
案
）
に
ご
意
見
を

講演とシンポジウム

期　日／２月26日㈫ 午後１時から受付
会　場／中央公民館
テーマ／「地域で支えあう～このまちで自分ら
　　　　しく暮らしていくために～」

講演会　午後１時 30 分～２時 30 分
講　師／ＮＰＯ法人やじろべー理事長　　
　　　　中澤純一 氏

シンポジウム　午後２時 30 分～３時 30 分

コーディネーター／中澤純一 氏
パネリスト／通所介護、グループホーム、家族のそ
　　　　　　れぞれの立場から
※詳しい内容は、下記へお問い合わせください。

問い合わせ先／市役所地域包括支援センター（中野
保健センター内）☎（２２）２１１１内線３６６

　認知症は誰にも起こりうる病気です。「認知症ってどんな病気か分からない」、「どう対応すれ
ばいいのか分からない」と思っている方もいらっしゃると思います。
　認知症になっても、住み慣れた地域で暮らしていくために私たちにできることはないか、一緒
に考えてみませんか？　大勢の方のご参加をお待ちしています。

　
後
に
一
括
し
て
公
表
す
る
予
定

　
で
す
。
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ

　
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
］

〒
３
８
３
―
８
６
１
４
（
市
役
所

専
用
郵
便
番
号
の
た
め
、
住
所
の

記
載
は
不
要
で
す
）

市
役
所
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
�
５
９
２
５

電
子
メ
ー
ル
　kenchiku@

city.
nakano.nagano.jp

※
文
書
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く

　
場
合
は
、
豊
田
支
所
建
設
課
へ

　
も
提
出
可
能
で
す
。

　所得税・住民税の確定申告をされる方
で、次の方は控除の対象となります。
①精神障害者保健福祉手帳、身体障害者
　手帳・療育手帳および戦傷病者手帳な
　どの交付を受けている方
②寝たきり老人として市から認定されて
　いる方
③介護保険の要介護認定を受けている65
　　歳以上の方の中で、療育手帳や身体障
　害者手帳の交付を受けている方に準ず
　ると中野市福祉事務所長が認め、障害
　者控除対象者認定書の交付を受けた方
※「障害者控除対象者認定書」の交付が
　必要な方は、下記へご相談ください。
問い合わせ先　市役所健康長寿課介護保
険係（中野保健センター内）
☎（２２）２１１１内線３６５

確定申告における

 老齢者の障害者控除

中
野
市
の
現
状

節
約
の
ポ
イ
ン
ト

や
処
置
が
繰
り
返
さ
れ
て
費
用
が

か
か
り
ま
す
。

③
定
期
健
診
を
受
け
る

　
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
切
な

治
療
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
医
療

費
の
増
加
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
診
療
時
間
内
の
受
診
を
心
が
け
る

⑤
薬
は
用
量
・
用
法
を
理
解
し
て

　

正
し
く
使
う

⑥
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

　
疾
病
分
類
別
に
医
療
費
を
み
る

と
、心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の「
循

環
器
系
の
疾
患
」、
が
ん
な
ど
の

「
新
生
物
」
が
医
療
費
の
大
半
を

占
め
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

日
頃
の
生
活
習
慣
が
要
因
と
な
っ

て
起
こ
る
「
生
活
習
慣
病
」
で
す
。

食
生
活
の
見
直
し
や
適
度
な
運
動

の
習
慣
づ
け
な
ど
、
生
活
習
慣
を

変
え
る
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
の
と
き

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　
交
通
事
故
に
遭
っ
て
、
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る

　
場
合
に
は
、
市
役
所
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

●
他
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

●
転
居
し
た
と
き

　「
負
担
区
分
等
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
転
出
先

　
の
市
区
町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
受
給
者
証
の
住
所
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
通
事
故
に
遭
い
、
老
人
保
健
で
受
診
し
た
と
き

申請・問い合わせ先
市役所福祉課国保医療係（☎ (22)2111
内線 296）または豊田支所健康福祉課福
祉係（☎ (38)3111 内線 121）

14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度

中野市 575,551 595,907 622,215 664,592 653,406 (41)

長野県 596,558 611,917 634,998 673,049 687,604 

※（　）内の数字は、県内の一人あたり老人医療費の順位

※中野市の平成 14 年度から 16 年度金額は、旧中野市と旧豊田村の

　医療費の総額の合計から一人あたりを算出

一人あたりの老人医療費
円 人

6,509

6,860

7,167

7,507
7,711

　 「老人保健医療制度」が
「後期高齢者医療制度」に
　　　　　　　変わります！
　詳しくは全戸配布しました
　　パンフレットをご覧く
　　　　　 ださい。

４月から



　

ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ
か
ら

冬
の
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　
二
月
二
十
四
日
㈰
に
『
雪
上

運
動
会
』
を
市
内
小
学
生
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
。

　　　
種
目
は
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
、

ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ
、
そ
り
レ
ー

ス
、
的
落
と
し
、
み
か
ん
取
り
、

雪
上
玉
入
れ
、
雪
上
サ
ッ
カ
ー

な
ど
、
雪
国
な
ら
で
は
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
遊
び
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
会
場
は
豊
田
野
球
場
（
雪
の

ハ
ウ
ス
栽
培
の
タ
ラ
の
芽

　
～
ほ
ろ
に
が
い

　
　
　
　
春
の
香
り
が
人
気
～

　
市
内
の
農
家
で
は
、
ふ
か
し

栽
培
用
の
タ
ラ
の
芽
が
収
穫
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内

で
は
、
色
鮮
や
か
な
タ
ラ
の
芽

が
た
く
さ
ん
芽
吹
い
て
い
ま
し
た
。

　
タ
ラ
の
芽
栽
培
は
、
有
害
鳥

獣
に
よ
る
食
害
の
心
配
が
な
く
、

比
較
的
、
軽
作
業
で
農
閑
期
に

栽
培
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
、

年
々
生
産
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
栽
培
方
法
は
、
水
は
け
の
よ
い

日
の
当
た
る
場
所
に
穂
木
を
植
え

て
管
理
し
ま
す
。
春
に
定
植
し
て

秋
か
ら
冬
に
は
収
穫
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
木
の
節
々
に

あ
る
、
わ
き
芽
に
合
わ
せ
て
、
十

数
㌢
程
に
切
り
そ
ろ
え
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
箱
な
ど
に
伏
せ
込
み
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
を
夜
間
は
五

度
以
上
、
日
中
は
二
十
五
度
以
下
、

湿
度
は
八
十
五
％
を
基
準
に
管
理

し
、
水
く
れ
を
適
度
に
行
う
と
、

一
カ
月
程
度
で
収
穫
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
穂
木
が
太
い
ほ
ど
、
太
く

て
大
き
な
タ
ラ
の
芽
に
な
り
ま
す
。

　
ふ
か
し
栽
培
用
の
タ
ラ
ノ
キ
は
、

天
然
品
と
比
べ
、
頂
芽
よ
り
脇
芽

の
ほ
う
が
発
育
が
よ
く
、
ま
た
冬

眠
も
無
い
た
め
、
栽
培
し
や
す
く
、

収
穫
量
も
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
味
や
大
き
さ
は
、
天
然

品
と
違
い
特
有
の
苦
味
が
少
な

く
、
一
口
大
の
大
き
さ
で
す
。

　
天
ぷ
ら
に
す
る
と
、
独
自
の

香
り
と
上
品
な
味
わ
い
で
人
気

が
あ
り
ま
す
。
一
足
早
い
春
の

味
を
、
皆
さ
ん
も
味
わ
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲収穫期を迎えたタラの芽

平成20年２月号11 平成20年２月号 10

　
市
内
を
訪
れ
る
方
々
に
、
農
産

物
等
直
売
所
や
観
光
農
園
を
紹
介

す
る
「
お
立
ち
寄
り
情
報
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
を
、
今
年
も
新
た
に
作

成
し
ま
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
要
領

市
内
の
農
業
者
で
農
産
物
直
売
所

ま
た
は
、
観
光
農
園
を
営
み
、
主

に
自
ら
栽
培
ま
た
は
農
家
か
ら
直

接
仕
入
れ
た
中
野
市
産
農
産
物
を

販
売
し
、
そ
の
設
置
箇
所
に
お
い

て
一
般
の
方
と
責
任
を
持
っ
て
農

産
物
の
取
引
を
行
う
者
ま
た
は
グ

ル
ー
プ

施
設
用
件

○
車
道
に
面
し
、
通
行
し
て
い
る

人
か
ら
看
板
・
旗
な
ど
で
施
設

が
認
知
で
き
る
も
の

○
一
カ
月
以
上
設
置
さ
れ
、
延
べ

十
四
日
以
上
営
業
さ
れ
る
も
の

で
、
開
設
す
る
期
間
や
日
時
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

状
況
で
、
豊
田
ス
キ
ー
場
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
申
し
込
み
期
限
は
過

ぎ
て
い
ま
す
が
、
当
日
参
加
も

可
能
で
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
ふ
る
さ
と
冒

険
ク
ラ
ブ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
豊
田
支
所
子
ど
も
課
子
ど
も
係
）

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
２
６
）

掲
載
内
容

名
称
、
所
在
、
販
売
責
任
者
、
連

絡
先
、
開
設
期
間
、
開
設
日
、
主

品
目
等

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
箇
所

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ

ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等

申
込
期
限
　
二
月
十
八
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　 
市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

▲前回発行したパンフレット

農
産
物
直
売
所
・
観
光
農
園
紹
介

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
希
望
者
募
集

▲▼▲一昨年の雪上運動会

新しい堆肥「未
み ど り

土利」ができました！
４月１日から販売します

　「未土利」は、平成15年度から農業集落排水施設ナピア平岡に併設した堆肥化施設で製造している堆肥
のことで、いよいよ４月１日から販売を開始します。
　いろいろな作物への利用方法についての試験をモニター制度により募集し、その声を「未土利の声」と
して紹介します。なお、「未土利の声」は、平成18年度にいただいた利用感想であり、効果を保証するも
のではありません。
　また、モニターの募集は農業集落排水事業地域の方を対象としました。

　私は、以前より下水道堆肥である「なかの
おすみちゃん」を使用して下水道堆肥の効用
を知っていたので、平成 17 年に同様の堆肥
である「未土利」のモニターとして登録をし
ました。
　「未土利」は「なかのおすみちゃん」と違い、
粒状で蒔きやすく、臭いも少ないので、モニ
ターに登録しようと思いました。
　「未土利」を使用し一年を経過しますが、
水田の場合はコシヒカリの肥料とほとんど同
じく使用し、以前と変わりなく収穫できまし
た。また、果樹については、よく効くので蒔
きすぎに注意が必要です。葉物野菜はとても
よく効きます。ただし「豆類」「大根」は窒
素が多くて効きすぎに注意が必要です。
　今後もどんどん使用したいです。

「未土利の声」その７
柳沢　上野さん

　わたしが「未土利」を知ったのは、ある人
から「未土利を使って野沢菜を栽培したら、
とても軟らかくて、おいしい野沢菜になっ
た」と聞いたからです。また、「サトイモ」
や「ジャガイモ」も大きい物が取れたとの話
から、試してみました。
　確かに見事な「サトイモ」や「ジャガイ
モ」が収穫できました。
　「未土利」は、有機質には適していると思
い平成17年にモニターとして登録し、梨栽培
に使用しています。今年は、おかげさまで台
風の影響も無く豊作でした。味も良かったと
思います。
　かといって、毎年使用するのは、木の樹勢
への影響が心配なので来年（平成19年）は一
年休み、また考えたいと思っています。

「未土利の声」その６
赤岩　匿名希望さん

◇ 未
み

土
ど

利
り

の声について ◇

問い合わせ先　市役所上下水道課下水道係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 283

販売開始日　４月１日㈫
販売価格　　１袋　２５０円（15ｋｇ入り）
販売場所　　農業集落排水事業　平岡堆肥化施設
　　　　　　中野市大字笠原580番地　
　　　　　　（右記の地図をご覧下さい）
販売日時　　月曜日～金曜日　午前９時３0分～午後４時
　　　　　　※祝祭日、土日、
　　　　　　　８月1３日～18日（お盆休業）、
　　　　　　　12月2９日～１月３日（年末年始休業）は、
　　　　　　　販売を行いません
堆肥の特徴　粒状（ペレット状）なので、風による飛散
　　　　　　が少なく散布しやすくなっています。

▼
▲

未
土
利

○販売場所位置図

４月１日㈫から「未土利」が販売となります。
ぜひ、ご利用ください。



　６～12歳ごろ（小学校時代）は、心も体も安定
　していて、好奇心いっぱいの時である
　この好奇心と能力に十分な教材が与えられ、思考
や想像力を自由に羽ばたかせていく最も良い年齢です。

　小学校低学年の子どもの学び方の特徴は、遊び
　的要素が加わった中で展開していきます
　この時期の子どもは、まだ学習と遊びが意識の中
ではっきりと区別できていません。生活は遊びが主
であるので、学習の中に遊びが加えられていった時、
生き生きと学習していきます。子どもの個性がこの
中で開花していくように思います。

　小学校高学年のころの「自学自習の態度づくり」　
　が、一生ひとりで学び続けられる生涯学習の基
　盤づくりにもなっていく
　学び方も学年が進むにつれて変化していきます。

高学年の子どもの生き生きと学習している姿を見
て、その理由を調べてみると、子どもは自分で調べ
たいこと、できるようになりたいことなどがはっき
りしていて、学習の意欲に燃えていることです。さ
らに、調べ方や考えの深め方、表現の仕方など学習
の仕方に工夫が見られます。
　この学習の姿は、生涯学習の基盤であり、生涯学
習そのものです。このような学習の態度づくりは、
学校の学習指導に待つところですが、家庭や社会で
の子どもの学びや活
動でも同じであると
思います。高学年の
ころは、主体的な学
習の態度づくりの最
も良い時期であると
思います。

平成20年２月号13 平成20年２月号 12
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◦編集◦
中野市教育委員会

－子どもの育ちに寄せる願い－ 終章　ふり返ってもう一度考えてみましょう(１)
　平成19年の４月から今年１月まで10回にわたって、子どもの成長過程を見つめてきました。も
う一度ふり返って成長過程の節々で大切にしていきたいことを取りあげてみました。

　市では、総合的に環境保全対策を進めるための環境
基本計画を策定中です。このコーナーでは、市民の皆
さんが取り組んでいる環境保全美化活動や環境学習な
どについて紹介しています。
　第11回の今月は、豊田農産物加工施設利用組合で取
り組まれている活動について紹介します。

　豊田農産物加工施設利用組合は、平成10年12月から

活動を始め、現在は、組合員48名が「みそ部」「おや

き部」「菓子部」の３部門に分かれ、地元の農産物を

利用した食品作りを行っています。

　地球規模の温暖化や大気汚染などが進み、私たちの

暮らしにも影響を及ぼしつつあります。組合では、原

材料調達の際、輸送による環境への影響に配慮した取

り組みを行っています。大豆は部員の皆さんが遊休荒

廃地を利用して栽培し、米は地元コシヒカリを100％

使用した味噌です。おやきは地元の旬の野菜を使い、

パイには地元の完熟りんごを使用しています。

　組合長の岡村さんは、「食農という言葉を耳にしま

すが、生産者の顔の見える材料を使った３部門の商品

は、市内の学校給食、保

育園のおやつに利用して

頂いています。これから

も地元産の農産物を利用

しながら、環境に配慮し

た食品作りに努めたいと

思います」とお話しして

くださいました。
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第一章「原点を見つめる」から第二章「幼児期の子ども」まで

第三章「児童前期の育ち」から第四章「児童後期の育ち」まで

●●

●●

　親子会話は、胎児のときから始まる
　妊娠生活は、心身の様々な不安と新しい生命への
期待が入り混じった生活となります。胎児の存在が
一段と大きく感じられるようになると、母性がより
増し、父性も芽生えてきます。
　体内運動が胎児の自己表現として感じるようにな
りますね。やさしく話しかけていきましょう。親子
の会話のルーツがここにできていきます。

　人間への基本的な信頼は乳児期につくられる
　胸に抱きしめられ、肌の触れ合いの中でたっぷり
と授乳。子どもは無心に無償のほほえみを浮かべ、
親は「いとしきもの」と感じる。このとき、乳児の
心に人間への基本的信頼感がつくられます。

　２～３歳ごろになると「自分で自分の好きなこと
　をやりたい」という自律の気持ちが芽生えてくる
　この年齢になってくると、自分の足でどこへでも
行けるようになったり、言葉で意志を伝えることが
できるようになってくる。「自分で自分の好きなこ
とをやりたい」という気持ちが芽生えてきます。家
族の行動をまねて遊ぶことから始める「人まね遊び」

をします。盛んに伸びゆく体と心
を働かせることから、時には危険
が伴ったり、社会の秩序からはみ
出したりすることがありますが、
こまごまと規制してしまうのでは
なく、身体的な危険のない範囲で
自由を与え、冒険させ、それに伴
う喜びや失敗の経験をさせていく
ことで、自律性の芽が育っていくように思います。
　
　４～５歳ごろは「一生の人格の基盤づくり」が
　課題になります
　３歳を過ぎたころになると、友だちと盛んに遊び

「ごっこあそび」を好むようになります。その遊び
の中で、相手への思いやりの気持ちが育まれていき
ます。子どもは単純に欲求のままに振舞うことから
脱却し、他人とともに生きる人間的な変化の時期を
迎えていきます。社会的な規制やルールを無理なく
自然の形で受け入れられていくように、父や母、家
族の愛情に裏づけられたしつけが望まれてきます。
　この大変化の時期に甘やかされるだけの生活で
は、「人格の基盤づくり」は決して望めないでしょう。

中
野
市
農
村
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

第
１
回

　“ おいしい年賀状 ” を受け取った方の中から、
抽選で 1００ 名様に「中野市産きのこの詰め合わせ」
をプレゼントします！当選番号をご確認ください。

○当選した年賀状をお持ちの方へ
☆持参、郵送又はＦＡＸ　当選した年賀状(コ
ピー可)をお持ちいただくか、年賀状の裏面をＦ
ＡＸまたは郵送でお送りください。
☆電話　当選した年賀ハガキ番号を電話でお教え
ください。（この場合差出人を確認させていただ
きます）
申し出の締切日　２月2９日㈮必着
　　　　　　　　（締切日を過ぎると無効になります）
賞品の引渡し　ご自宅へ宅配　
商品発送日　３月７日㈮ 到着日及び時間の指定はできません
当選ハガキの受付・問い合わせ先
〒３８３－００３1　　長野県中野市南宮１番11号　
　　　　　　中野市南宮庁舎　
　　　　　　中野市役所　経済部　
　　　　　　売れる農業推進室
ＴＥＬ　０２６９－２２－２１１１　内線３８１
ＦＡＸ　０２６９－２２－５９２４

“おいしい年賀状”“おいしい年賀状”当選発表

☆当選番号☆
下３桁
０４０　１３４　２４９　３６７　４１８
５３４　５６１　６１７　７０７　８１６
９６８　（当選者９９名）

ラッキーナンバー　１１１１　（１名）

※ご注意
　お年玉つき年賀ハガキの抽選番号
　とは異なります〔　　　   〕



国民健康保険の
　　　　　　　届け出のあれこれ
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続 40歳から74歳までの方を対象とした

　中野市では、年々血糖値の高い
方が増えてきています。そこで、
糖尿病予防シリーズの講座を開催
します。申し込みは不要で、受講
は無料です。１日だけの受講でも
かまいません。多くの皆様のご参
加をお待ちしております。
♡糖尿病予防シリーズ①　病態編
「あなたは大丈夫？かくれ糖尿病」
期日　２月８日㈮　
時間　午後１時30分～２時30分
場所　北部公民館　１階会議室
講師　徳竹医院　徳竹修一　先生

♡糖尿病予防シリーズ②　運動編
「糖の消費力アップ大作戦！」
期日　２月28日㈭　
時間　午後１時30分～２時30分
場所　豊田文化センター　ホール
講師　健康運動指導士
持ち物　飲み物・タオル
♡糖尿病予防シリーズ③　食事編
「食べものと血糖の関係」
期日　３月10日㈪
時間　午後７時～８時
場所　中野保健センター　会議室
講師　市役所健康長寿課管理栄養士

　２年任期（平成20年１月１日～
平成21年12月31日）で各区より新
しく保健補導員さんが選出され、
市が行う保健予防事業等の協力や
各地区で健康づくりのために研修
会等を開催するなど、市民の健康
づくりの担い手として活動してい
きます。
　まず、平成20年度の各種健（検）
診申込希望のとりまとめで各家庭
にお伺いさせていただきます。

～修学 ・卒業～

お勤めの関係や、

転入、転出など

で保険証が変

わった場合には、

必ず医療機関の

窓口に新しい保

険証を提示して

確認を受けてく

ださい。

いきいき健康講座の開催について 新しい保健補導員さんが
決まりました

問い合わせ先
市役所福祉課国保医療係
☎（22）2111内線２９６
豊田支所健康福祉課福祉係
☎（38）3111内線１２１

　国保に加入している世帯で、修学のた
め市外へ転出する方がいる場合は、中野
市の国保に加入したまま転出することが
できます。
　また、転出する日の14日前から、市役
所で手続きができます。

国保の保険証、印鑑、在学証明書（後日
提出可）、学校所在地や転出先住所等が
わかるもの

　修学のため国保の保険証を持って転出
していた方が卒業し、卒業後も就職して
いないときは、お住まいの市区町村の国
保に加入していただくことになります。
　卒業後14日以内に、市役所へ届け出を
お願いします。

◆会社などへ就職した場合
　国保と就職先の両方の保険証、印鑑
◆卒業後、中野市へ戻った場合
　住んでいた市区町村の転出証明書、国
　保の保険証、印鑑
◆卒業後、中野市へ戻らない場合
　国保の保険証、印鑑

－届け出に必要なもの－ －届け出に必要なもの－

修学のため転出するとき 学校を卒業したとき

　会社などの健康保険（社会保険等）に加入したり、家族でお勤めの方の健
康保険の被扶養者になったときに、国保をやめる手続きをしていないと、重
複加入のままとなり、二重に保険料（税）を払うこととなります。
　会社や健康保険から加入した旨の国保へ通知がありませんので、必ずご自
分で市役所へ届け出をしてください。

健康保険は自動的には
切り替わりません！
重複加入にご注意ください

保険証が
変わったら…

特定健診・特定保健指導 
平成20年４月から 

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは、内蔵脂肪型肥満の人が、軽症であっても高血
圧・脂質異常・高血糖などの危険因子を２つ以上持っている状態をいいます。放っておくと動脈硬化が
急激に進行し、心筋梗塞や脳卒中などを発症する危険性が高まります。
　※広報なかの１月号の“健康ひろば「なかの」”（20・21ページ）も参照してください。

　健診結果から、メタボリックシンドロームまたは予備群と判定された人は、「動機づけ支援」「積極
的支援」など健診の判定の段階にあわせて、個人もしくはグループによる保健指導を受けて、生活習慣
の見直しを考えていきます。
　※広報なかの１月号の“健康ひろば「なかの」”（20・21ページ）も参照してください。

　「健康になること」自体が人生の目的ではありません。でも、「子どもが大きくなるまで元気でいた
い」「10年後も現役でばりばり働きたい」「おいしくお酒を飲みたい」など、自分がやりたいと思うこ
とをできるようにするために、健康が必要なのではないでしょうか。
　健診を「健康の大切さ」を考える機会として、健診は１年に１回受診しましょう。あなたの生活を守
るために必要な健康情報を手に入れることができます！
　※市では、夜間健診も実施しますので、今後発行される平成20年度版の「健康カレンダー」や「広報
　　なかの」などにより日程を確認のうえ受診してください。

　国民健康保険では加入されている40歳から74歳までの方を対象に、特定健診・特定保健指導が実施さ
れます。健診は、市が実施する“いきいき健診”や“人間ドック”を受診していただくことで、特定健
診を受診したこととなります。

　が始まります

▲一般用の国民健康保険
　被保険者証（藤色）

▼退職者用の国民健康保険
　被保険者証（黄色）

Ｑ　メタボリックシンドロームに着目した健診って
　　何ですか？

Ａ　メタボリックシンドロームとその予備群の人を
　　早期に発見して、生活習慣病の進行、悪化をく
　　い止めます。

Ｑ　健診はどこで受診すればいいですか？

Ａ　加入している医療保険者が実施する健診を受け
　　ていただきます。

Ｑ　特定保健指導ってどんなことをするのですか？

Ａ　一人ひとりにあった健康づくりの方法を一緒に
　　考える場です。

Ｑ　忙しくて健診に行く時間がありませんが・・・

Ａ　健診は、あなたの健康を守り、自分らしく生き
　　るために役立ちます。
　　健診をできるだけ優先事項にしてください。

見本

見本



中野市消防団協力事業所表示制度表示証交付式

▲認定第１号の㈱中野土建へ青木市長から表示証が交付されました

どんど焼き

▲今年一年の無事や健康を祈りました

メンタルマネジメント講習会
▼信濃グランセローズの球団関係者、監督、選手も参加しました

ぽんぽこの湯　新春邦楽の調べ

▼新春にふさわしい音色が響きわたりました

中野平中学校創立５０周年記念文化講座

▼中野市の歴史、文化を知ることから始めてほしい
　１月20日、市民会館41号会議室において、北信地区狩
猟者確保のための説明会が行われました。
　当日は、北信地区管内から約70名が参加する中、日本
獣医生命科学大学准教授羽山伸一先生をお迎えしての講
演のほか、北信猟友会会長赤津安正先生の講話、狩猟免
許取得に関する説明、獣肉の試食がありました。
　参加された皆さんは、狩猟資格取得に向けて、野生鳥
獣の生態や狩猟について真剣に勉強されていました。

北信地区狩猟者（ハンター）確保のための説明会

▲野生鳥獣の生態や狩猟について勉強しました

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します

平成20年２月号17 平成20年２月号 16

　１月７日、市役所市長公室において、中野市消防団協
力事業所表示制度表示証交付式を行いました。
　この制度は、当市の消防団員の約８割がサラリーマン
であり、団員の確保及び活動環境を整備するうえでは、
雇用主の皆さんの協力体制が必要不可欠なことから、消
防団活動に参加しやすいように配慮している事業所等に
対して、認定マーク(表示証)を交付し地域への社会貢献
を果たしていることを社会的に評価するものです。

　小正月の伝統行事「どんど焼き」が、市内の各区など
で行われました。
　この行事は、今年の農作物の豊作や来福を祈願するも
ので、この火でもちを焼いて食べると病気にならない、
書き初めを燃やして高く舞い上がれば字が上手になると
いわれています。会場では、各家庭から集められた門松
やしめ縄、ダルマなどを付けたやぐらに火がつけられる
と、夜空に向かって勢いよく燃えあがりました。

　１月27日、市民会館41号会議室において、市体育協会
と株式会社長野県民球団信濃グランセローズとの共催に
よる、第３回～ワンランク上を目指す～競技者・指導者
のための「メンタルマネジメント」講習会が開催されま
した。当日は、山梨大学教育人間科学部教授遠藤俊郎先
生を講師にお迎えして、精神的に強いチーム、強い選手
になるために必要なメンタルマネジメントの知識、ト
レーニングの実践について学習しました。

　１月11日、間山温泉公園ぽんぽこの湯大広間において、
毎年恒例のぽんぽこの湯新春邦楽の調べが開催されました。
　当日は、尺八演奏家の佐藤幸宇山さんと正派邦楽会の
皆さんによる「シャボン玉」「さくら三重奏」などの演
奏が行われました。
　訪れた皆さんは、会場内に響きわたる尺八と琴の美し
く心やすらぐ音色を聴きながら、新春のひと時を過ごし
ました。

　１月11日、中野平中学校において、中野平中学校創立
５0周年記念文化講座が開催されました。
　今回は、青木市長が講師として招かれ、「文化を継承
する君たちへ」と題し講演を行いました。
　講演では、中野市の歴史や文化を知り、守り、そして
継承していくこと、また、自分自身がしっかり目標を
持って生きることの大切さなどを、メッセージとして生
徒へ送りました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：hisho@city.nakano.nagano.jp

感性輝く！優秀賞入選曲の発表会
　１月26日、第44回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選曲
発表会が市民会館ホールで開催されました。当日は作
詞・作曲をされた受賞者の表彰のほか、応募総数252
曲の中から選ばれた優秀賞入選曲９曲が、市内の音楽
団体の皆さんにより発表されました。また、記念公演
では、東京芸術大学卒業の若手ヴァイオリニスト・
俣野良枝さんによる演奏会（右写真）も行われました。

表紙の説明
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宮島　重幸　さん
みやじま　しげゆき　（安源寺）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～
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切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ . ５

①自己紹介
　３歳から水泳を始め、現在は高校の水泳
部に所属しています。週に５日は市内のス
イミングスクールで泳ぎ、年に数回ある大
会へ向けて練習しています。
　また、ダンスチームに所属していて、今
月開催されるイベントへの出演が決まりま
した。
②今後チャレンジしたいこと
　スノーボードに挑戦してみたいです。
③これからのまちづくりに望むこと
　映画館などの遊べる施設があったらいい
と思います。

粂原　美空 さん

清水猛夫さんから紹介された

（学生・下小田中）

市民リレーインタビュー

キャッチボール
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No. ５

プロ野球選手になりたい

　※三色アスパラ…緑色、紫色、白色のアスパラをまとめて指す。
　　　　　　　　　それぞれ味に違いがある。

※

問
題

税
の
申
告
期
間
は
、

２
月
18
日
～
３
月
●
日

　

※
●
は
２
桁
の
数
字
で
す

エコファーマー

認定マーク

▲昨年の収穫期の様子

地域を知ろう！

中野めぐり No.�

周
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施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

　豊作を祈願する祈年祭をはじめ、分館の
区民球技大会、奉賛会による前畑地蔵例祭、
秋の祭礼、秋葉神社例祭、新嘗祭など様々
な行事があります。前畑という地籍にある
お地蔵さんは、口に味噌をぬって願掛けを
すると、赤ん坊の夜泣きがなおると言われ
ており、他の地域からも訪れる人がいます。

○▲前畑地蔵尊。夜泣き
地蔵とも呼ばれ、皆に
親しまれている。

○▲北間長瀬伊勢神社。
秋季例祭で催される手
作り仕掛け花火が見物。

○▲田植唄「だいこたね」の碑。
昔からおめでたい席などに用い
られている、北間長瀬だけの唄。

上
かみこだなか

小田中区
永田地区

豊津地区

上今井
　地区

長丘地区

高丘
地区

延徳
地区

科野
地区

  倭地区

平岡
地区

平野
地区

　１月のどんど焼きから始まり、伊勢神社
春祭、公民館球技大会、区内の河川や道路
を点検する市関係者との懇談会、隔年で実
施している区民バス旅行、ションションま
つりへの参加、文化祭など様々な行事を計
画しています。中でも、10月に開催する
秋季例祭での手作り仕掛け花火は見物です。

日野
地区

中野
地区

○▲ 平成19年10月3日、小田中神
社御祭礼。門燈籠の字と絵は、
中野高校美術部と書道部の作品。

北
きたまながせ

間長瀬区
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『高野辰之忌』の開催について
　地域公共交通は、自動車社会の進展、少子高齢化の進
行等といった全国的な流れの中で、利用者が減少し、交
通事業者の撤退・減便等による利便性の悪化が、更に利用
者離れを招くという悪循環に陥っており、公共交通機関の
あり方について検討を進めていくことが求められています。
　そこで、中野市の総合的な交通体系のあり方を、市民
の皆様と考えていくための「中野市地域公共交通対策協
議会」の委員を募集いたします。
応募資格　市内に住所を有し、18 歳以上の方

中野市地域公共交通対策協議会の委員を募集します
　高野辰之文学博士の多彩な業績を広く伝えるとともに、
その功績をたたえるため「高野辰之忌」を開催します。
　博士は民話の採録活動を行い、当時童話として出版を
しました。
　また、アメリカとの人形の交流において、｢人形を迎え
る歌」、｢アメリカ行きの人形を送る歌｣ を作詞しています。
　国文学の教授であり、唱歌の作詞をし、大人も楽しめ
る童話の作者でもあった博士を偲ぶことができます。
日時　２月 16 日㈯　10：30 ～ 11：30

会場　高野辰之記念館（展示室）
【記念公演】　※公演時入館無料
▼絵本の読み聞かせ　「たにしの嫁様」
　　小野智恵子さん ( 大字中野在住 )
▼演奏　「人形を迎える歌」
　　ソプラノ・ピアノ　小林あつ子さん（大字永江在住）
※他に当日は、高野辰之作詞の唱歌「春が来た」「故郷」
　の合唱も行います。
問い合わせ先　高野辰之記念館　☎(38)３０７０

　上下水道料金は２ヵ月に一回行う
水道メーターの検針により料金を計
算し請求しています。料金の支払方
法には、口座振替か上下水道課か
らお送りする納入通知書 ( 現金 ) で、
検針した月の 28 日までにお支払い
ただくことになっています。
　口座の方は、27 日までに通帳残
高の確認をお願いします。
　納入通知書(現金)の方は、金融
機関の窓口、コンビニ、上下水道課
のいずれかでお支払いください。

【お支払のできるコンビニ】
エーエム・ピーエム、エブリワン、Ｍ
ＭＫ設置店、くらしハウス、ココスト
ア、コミュニティ・ストア、サークルＫ、
サンクス、スパー北海道、スリーエイ
ト、スリーエフ、生活彩家、セイコー
マート、セーブオン、セブン―イレブ
ン、デイリーヤマザキ、ファミリーマ
ート、ポプラ、ミニストップ、ヤマザ
キデイリーストアー、ローソン
　なお、上下水道料金を滞納すると、
給水を停止する場合がありますので
納め忘れのないようご注意ください。
　上下水道料金、口座振替の申し込
み、検針、転居等に関する問い合わ
せは次までお願いします。
問　上下水道課営業係 （ 内線 284）
　　豊田支所上下水道係（内線162）

　平成 20 年度の市内小中学校体育施
設の開放事業利用団体を募集します。
受付期限　３月３日㈪
対象となる団体　市内に在住、在勤
または在学する者で組織し、かつ満
20 歳以上の責任者及び管理指導員
として従事することのできる者を有
するスポーツ団体
利用できる施設　市内の各小中学校
の体育館
利用できる時間帯
①平日…18：00 ～ 22：00
②土・日曜日、 祝日…9：00 ～ 22：00
※学校行事等の都合により、利用で
　きない場合もありますのでご了承
　ください。
使用料　１時間あたり200円(照明料)
※申請方法など、詳しくは直接お問
　い合わせください
問　市民体育館内スポーツ振興課
　　☎（26）３５７２

学校体育施設開放
利用団体募集

「上下水道料金」の
お支払いについて

　県民交通災害共済は、加入者が出
し合った会費を元に、交通事故など
の交通災害にあった場合に、見舞金
が支給される相互扶助の制度です。
　万一の交通事故に備え、県民交通
災害共済に加入しましょう。
加入資格　平成 20 年４月１日現在、
市内に住所がある方または就学のた
めに市外に住所がある方
共済期間　平成 20 年４月１日から
平成 21 年３月 31 日
会費　１人年額　400 円
申し込み方法　全世帯にお配りしま
す申し込み用紙に必要事項を記入し
て、組（班）長さんまたは市役所市
民課・豊田支所市民環境課へ会費を
添えてお申し込みください。
●ご注意ください
　次の方は、市で加入申し込みをい
たしますので、申し込みは不要です。
　園児、小・中学生、身体障害者手
帳の一から三級をお持ちの方・療育
手帳をお持ちの方・障害者保健福祉
手帳をお持ちの方
※見舞金の額など詳しくは、全世帯
　にお配りしますチラシをご覧くだ
　さい。
問　市民課生活交通安全係 （ 内線
238）、 豊田支所市民環境課市民環
境係 （ 内線 135）

県民交通災害共済に
加入しましょう　人権問題に対する知識を広め、差

別のない明るい中野市の実現を目指
して、人権教育講座を開催します。
日時　２月 21 日㈭　18：30 から
会場　中央公民館　講堂
『第一部・発表』
平野小学校 6 年 3 組の皆さんが二
年間取り組まれた、外国人の方との
交流やアンケート調査の結果を発表
します。
『第二部・講演』
講師　長野県人権政策審議会委員　
　　　吉澤小枝さん
演題　「解放子ども会の子どもたち
　　　 と共に」
問　中野市人権センター
　　☎（26）２２８７

「人権教育講座」開催

　長野いのちの電話では、悩みや不
安を抱え、自分を見失っている人か
らの相談に電話で応じる相談員を募
集しています。
活動内容
・悩みや不安を抱えている人からの
　相談
・１回４時間・月２回以上の活動
活動場所　長野市、松本市 (選択)
募集人員　約20名
応募資格　23歳以上65歳までの方、
相談員養成講座・継続研修に参加可
能な方
応募締切　２月15日㈮
問　長野いのちの電話事務局
　　☎０２６（225）１０００

「いのちの電話」
相談員の募集

期日　３月 14 日㈮
時間　開会式…18：45 ～
　　　ゲーム開始…19：00 ～
会場　中野市民体育館
競技部門　①一般女子の部、②男女
混合の部、③ファミリーの部

第３回市民ソフトバレー
ボール大会参加者募集

募集人員　３名
任　　期　４年間
募集期限　２月 29 日㈮まで
応募方法　「公共交通機関のあり方について」のお考え
を 400 字以内（用紙は問いません）にまとめ、住所、氏名、
年齢、職業、電話番号をご記入のうえ、ご応募ください。
応募先・問い合わせ先
政策情報課政策推進（内線216）
豊田支所総務課庶務係（内線114）

音声告知放送

お早目にお申し込みください
引込工事費無料

４月30日㈬まで
　灯油代の急騰に対応するため、低
所得世帯に対し購入費の一部として
5,000 円を助成しています。
　対象者など詳しくは、広報 1 月
号に掲載してあります。
　該当すると思われる方で、まだ申
請されていない方は、早めに申請い
ただくようお知らせいたします。
問　健康福祉部福祉課（内線 295）
　　健康長寿課（内線 243）
　　豊田支所健康福祉課( 内線 125)

あったか福祉灯油
助成金申請受付中！

ご利用ください！

※③の参加チームが少数の場合、②
　と種目を統合して競技を行います。
チーム編成条件等
①市内に在住、在勤、在学する方で
　構成すること
②選手及び交代要員を含め、８名以
　内とすること
③１人で２チーム以上に参加するこ
　とはできない
④男女混合の部は、女性２名以上が
　プレーすること
⑤ファミリーの部は、30 歳以上の
　男女各１名、小学生以下（性別問
　わず）２名がプレーすること
参加費　無料
申込締切　３月５日㈬

（定数になり次第、募集終了）
問　市民体育館内スポーツ振興課
　　☎（26）３５７２

　市では、音声告知放送の加入申込みを受け付けています。
　（中野市豊田情報センターに加入の方は音声端末機の交換をします。）
　今年４月30日㈬までにお申し込みいただいた場合には、引込工事費用
を市が負担いたします。（※建物内配線工事費は実費負担となります。）
　まだ、お申し込みいただいていないご家庭では、ぜひ、ご検討いただき、
お早めにお申し込みくださいますようお願いします。
　なお、詳しい内容は、「広報なかの１月号」または全戸配布いたしました、
チラシ、パンフレット等をご覧いただき、不明な点はお問い合わせください。
問　政策情報課情報係（内線 217）

端末機(1台)無償貸与
利用料無料

災害等緊急情報、くらし・学校・仲間などの情報が満載！
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平成20年２月号23 平成20年２月号 22

2月29日㈮は、平成19年度「固定資産税・都市計画税第4期」と「国民健康保険税第8期」の納期限です。お忘れなく。

「住宅用火災警報器」は
設置しましたか？
　消防法が改正され「住宅用火災警
報器」の設置が義務化となりました。
　皆さん「住宅用火災警報器」を設
置しましょう。
【新築住宅】は既に義務化となって
います。【既存住宅】は平成 21 年
５月末日までに設置しましょう。
!! 悪質訪問販売にご注意を‼

問　岳南広域消防本部中野消防署
　　☎ (23) ０１１９

　新たな市の自主財源を確保し、市民のサービス向上
を図るため、「中野市共通使用封筒」の裏面に有料広
告の掲載を始めます。
　掲載する際には、市の審査委員会で、掲載が可能か
どうか審査します。

～お店や会社のPR等、暮らしに役立つ広告の
　　　　　　　　申し込みをお待ちしています。～

「中野市共通使用封筒」への
有料広告掲載を始めます

長野地方法務局中野出張所
の統合について
　中野出張所は、不動産登記事務の
コンピュータ化と同時に、平成19年
４月９日㈪から飯山支局へ統合にな
りました。
　これにより、中野出張所で取り扱
っていた不動産の登記（土地・建物）
や会社等の登記については、飯山支
局で取り扱っております。
問　長野地方法務局飯山支局
　　住所　飯山市大字飯山 1080
　　☎　０２６９（62）２３０２

●名前（かな）
男の子 女の子

１位 こうき、はると、ゆうき

１位 あおい、みく

３位 あやね、まお、みう、みさき、りお

４位 ゆいと、ゆうと ８位 さき、さな、なお、みお、ゆいか、ゆな、れな

住民基本台帳より調査(平成19年１月１日～12月31日出生、平成20年1月1日現在)

●出生区（行政区）

男の子 女の子
１位 西条 （18人） １位 岩船 （22人）
２位 吉田 （13人） ２位 西条 （17人）３位 上小田中 （11人） 東吉田

●出生月
男の子 女の子

１位 ８月　　（24人） １位 ７月　　（23人）
２位 ６月　　（23人） ２位 9月　　（22人）
３位 １月　　（19人） ３位 11月　　（21人）

※前回（平成19年生）の１位：ゆうき（男の子）、ももか・ゆい・ゆな（女の子）　H19.1月号掲載

2007命名 ランキング
　昨年、１年間の市内に誕生した赤ちゃんは、３９８人でした。
　これからの中野市を担う、たくさんの赤ちゃんが誕生し、名前を
授かりました。

　今回の普通救命講習は、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
の取り扱い、心肺蘇生法を地域住民の皆様に習得してい
ただき、救命率の向上を図るために開催します。
期日　２月 17 日㈰
時間　13：30 ～ 16：30
会場　岳南広域消防本部　２階講堂
定員　30 名程度（受講料無料）
申込方法　中野消防署に備え付けの申込書に記入のうえ、
２月 14 日㈭までに提出してください。（電話申込可）

普通救命講習会の開催について
講習内容　応急手当の重要性、救命に必要な応急手当

（ＡＥＤの使用法、人工呼吸法、止血法など）
その他　服装はトレーニングウェア等の動きやすいも
ので、筆記用具を持参してください。なお、講習会修了
者には修了証を交付します。
※詳しくは、直接お問い合わせ
　ください。
問い合わせ先　岳南広域消防本部
中野消防署　☎（23）０１１９

花苗の無料頒布
　花のまちづくりの一環として、花苗の無料頒布を予定
しており、花苗確保の準備のため、２月中旬から３月中
旬にかけて６月分の花苗の受付を行ないます。
　対象者は、道路沿い等の公共的な用地に花を植えて管
理していただけるボランティア団体の皆さんで、６月と
11 月の年２回無料頒布させていただきます。
※種類・本数については、数に限りがありますので希望
　に添えない場合もあります。
問い合わせ先　都市計画課街路公園係（内線 270）

詳しくは、｢広報なかの３月号｣ でお知らせします。

期日　２月22日㈮
時間　13：30～16：00
会場　長野県行政書士会館
電話相談　時間内同時受付
相談内容　廃棄物処理に関する営業
許可等（面談：要予約）
問　長野県行政書士会
　　☎０２６（224）１３００

日時　３月１日㈯ 14：00～15：30
会場　小布施町健康福祉センター
講演　あなたの睡眠を見直しませ   
　　　んか？「睡眠時無呼吸症候群
　　　とメタボリックシンドローム」
　　　新生病院　院長　佐藤裕信
問　特定医療法人　新生病院
　　☎０２６（247）２０３３

マンション・アパート
トラブル 110番

　「長野県老人大学」は来年度から
「長野県シニア大学」として新たに
スタートします。
入学資格　概ね 60 歳以上の県内在
住の方で、学習意欲が旺盛であり、
積極的に社会参加を目指される方。
募集定員　70 名（北信学部）
受講期間　２年間（１日４時間、年15日間）
会場　主に中央公民館
内容　生きがいと健康づくり、社会
参加活動を積極的に行うための幅広
い分野の学習・実践ができるように
多彩な講座を行います。
授業料等　年 3,000 円（予定）
(他に教材費の一部など経費負担有）
募集期限　２月 29 日㈮まで
問・□申　北信地方事務所福祉課
　　　　☎（23）０２０７

睡眠時無呼吸症候群
全国セミナー

廃棄物処理許可等に
関する無料相談会

北信地域「合同企業説明会」

消防団員募集
　あなたの大切な人、地域を守るた
め、あなたも入団しませんか？
消防団とは、①消防団員は、特別職
の地方公務員です。②火災や大規模
な災害が発生した時に、住民の皆さ
んにもっとも身近で、地域に密着し
た消防機関として、火災防御活動に
従事します。③地域においては、自
主防災会や住民の皆さんの防火・防
災におけるよきリーダー的な立場に
あります。④消防団協力事業所表示
制度が発足され、表示証交付事業所
からの出動も可能になりました。
消防団に入団するには、志操堅固で
身体強健であれば大歓迎です。（男
女問いません）
問　中野消防署内　消防部消防課
　　☎（22）３３８６

登記相談所の開設
　相続登記、抵当権抹消登記など相
談をお受けします。お気軽にご相談
ください。相談の予約は不要で、ご
相談は無料です。
期日　３月１日㈯
時間　13：00 ～ 16：00
会場　市民会館 44 号会議室
相談員　司法書士
問　長野地方法務局飯山支局
　　☎０２６９(62) ２３０２

長野県シニア大学
北信学部学生募集

期日　２月 23 日㈯　
時間　10：00 ～ 15：00
　　　( 電話での相談となります。)
相談専用電話番号
　０２６（232）７４９２
内容　長野県司法書士会会員の司法
書士が相談にお応えし、法的手続等
についてのアドバイスを行ないます。
相談者が希望された場合には、最寄
りの司法書士の紹介も行ないます。
※相談は無料で、秘密は厳守します。
※相談者の希望により、最寄りの司
　法書士を紹介した場合の紹介先の
　司法書士による再相談及び事件の
　受託は有料となります。
問　市民課生活交通安全係(内線238)

期日　２月27日㈬
時間　10：30～16：30
会場　メルパルク長野
対象者　平成21年３月大学等卒業
予定学生、家族
参加企業　180社（予定）
問　きたしなの職業安定協会
　　☎０２６９（62）２１６２

北信地域合同就職面接会
期日　２月15日㈮
時間　13：00～16：00
会場　メルパルク長野
対象者　平成20年３月新規大学等
卒業予定者および概ね35歳未満の
一般若年求職者
参加企業　約90社
　　　　　(北信地域有力企業)
問　飯山公共職業安定所
　　☎０２６９（62）８６０９

長野技術専門校一般公開
　職業能力開発業務に関して理解を
深めていただくとともに、訓練生の
訓練の成果を発表する場として、一
般公開を行います。
期日　３月８日㈯
時間　10：00～14：00
問　長野技術専門校
　（長野市篠ノ井布施五明755-2）
　　☎０２６（292）２３４１
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★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★五月
人形★プリンター・スキャナー★タイヤチェーン★破魔
矢★水槽 ( 飼育セット付 ) ★鏡台★大正琴★布団★天ぷ
ら鍋★エレクトーン★味噌桶★人形ケース★マッサージ
チェアー★電気ストーブ★ぶどう収穫箱★アマチュア無線
機★本箱★スノースクート★ピアノ★オルガン★グローブ
( ソフトボール用 ) ★金属バット

★車イス★ノートパソコン★窓用クーラー★電動自転車
★子供服（双子の男の子用・１才の女の子用）★テレビ★車
用スピーカー(屋根設置)★ガスコンロ★幼児用自転車★
溶接機★戦隊モノ玩具★ビデオデッキ★こたつ布団★ア
マチュア無線機★血圧計★体温計★子供用スキーセット
★ベビーカー★チャイルドシート★８ミリビデオカメラ

申し込み先　市民課生活交通安全係（内線238）
問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線238）または
豊田支所市民環境課市民環境係（内線135）

平成20年２月号25 平成20年２月号 24

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　13：30 ～ 16：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

福祉相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　13：30 ～ 15：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

結婚相談
日時　毎月第１・３日曜日　14：00 ～ 16：00
会場　中野人権センター
問　　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

行政相談
期日　２月12日㈫、３月10日㈪
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　13：00～16：00
　　　豊田会場：豊田支所相談室　９：00～11：30
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）９：00 ～ 17：00
　　　（面接）９：00 ～ 13：00
会場　中野人権センター（☎ 23-4810）

交通事故巡回相談
日時　毎月第３木曜日　10：00 ～ 15：00
会場　北信地方事務所（☎ 23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　14：00 ～ 16：00
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　８：30 ～ 17：00
会場　南宮庁舎職業相談室（☎ 23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　市役所内　子ども相談室（内線 278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　10：00 ～ 11：00
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎ 22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
　　　☎ 23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005
没後50周年記念企画展「丸山弁三郎の筆意」
２月24日㈰まで
衆議院議員、長野市長を務めた丸山弁三郎氏の墨蹟
を紹介します。
中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718
市内高等学校の制服移り変わり展
　２月17日㈰まで
かざりのない部室(へや)展
　２月18日㈪～24日㈰まで
日展10回入選記念　丸山宏信書　作品展
　２月25日㈪～３月２日㈰
長野オリンピック10周年記念ピンバッジ・グッツ展
　３月13日㈭まで

展示
歴史民俗資料館、中野陣屋・県庁記念館の展
示案内です。是非、ご覧ください。

展 示 案 内

年金
「ねんきんダイヤル」（平日 8:30 ～ 17:15）

☎０５７０－０５－１１６５

厚生年金特例法について

　厚生年金保険料が給与から天引きされていたに
もかかわらず、事業主から保険料の納付や資格な
どの届出がされていない方に、年金をお支払いす
る法律ができました。
 今までは 
　厚生年金保険料が給与から天引きされていても、
事業主から保険料の納付や厚生年金の資格などの
届出がなかった場合であって、保険料の徴収権が
時効消滅となる２年を経過したときは、その記録
は年金に反映されませんでした。
 これからは 
　厚生年金特例法の成立により、厚生年金保険料
の給与天引きがあったことが年金記録確認第三者
委員会で認定されたときは、年金記録が訂正され
て年金額に反映されます。詳しくは、お近くの社
会保険事務所または、上記「ねんきんダイヤル」
までお問い合わせください。
長野北社会保険事務所　☎026-244-4100

(平成19年12月21日～平成20年１月20日)
●延徳小学校児童図書の充実のため、
　現金（100,000円）
　＜愛知県名古屋市・大井正隆　様＞

ご寄付　ありがとうございました

◎今年は温暖化対策がクローズアップされるかも
　地球温暖化を引き起こす二酸化炭素（CO ₂）
などの「温室効果ガス」の排出量を減らすため、
日本やヨーロッパ連合（ＥＵ）などの先進国が国別
に削減目標を決めた国際的な約束「京都議定書」
の約束期間が今年スタートします。
　日本は 1990 年を基準として６％を削減すると
しています。この約束を果たす期間が今年から
2012 年までの５年間です。目標達成に向け、国民・
事業者・行政が一丸となって取り組んでいます。
　温暖化の原因のひとつに「産業革命」が挙げら
れます。日本をはじめ「産業革命」が起きた先進
国では石炭や石油をたくさん使い工業化を進め、
大量の温室効果ガスを排出してきました。このた
め、先進国は温室効果ガスの排出を減らす約束を
したのです。しかし、途上国として扱われてきた
国の中には、今日において急激な発展を遂げてい
る国があります。それらの国は最近の発展に伴い
大量の温室効果ガスを排出しているにもかかわら
ず、その責任を負っていないことが問題となって
います。先進国だけでなく全世界で温室効果ガス
の排出量を減らす必要があるようです。

シリーズ 地球温暖化㉒

ゆずってください

ゆずります

ご利用ください。
(１月29日現在で掲載)

※中野小学校旧校舎・信州中野銅石版画ミュージアムは、
　３月末まで臨時休館です。

人口
と
世帯

人　口 46,295 人 (-21)
男 22,339 人 (-18)
女 23,956 人 (-3)

世　帯 14,943 戸 (+14)
平成20年１月１日現在　(国勢調査を基に推計）

音声告知放送　加入申込受付中！　４月30日までの申し込みで引込工事費用無料。　お早めに！ 12月分可燃ごみ：929.30ｔ（前年比－25.3％）ごみ減量にご協力を！

　昨年８月に全戸配布した冊子におきまして、次
のとおり誤りがありましたので、訂正しておわび
いたします。

【30 ページ】
▽「一般廃棄物収集運搬業許可業者」
　　誤　豊田産業㈱
　　正　豊田興産㈱
▽㈱タケモトの電話番号
　　誤　「０２６－２４５－８１１２」
　　正　「０２６－２４８－８１１２」

冊子「ごみと資源物の分け方・出し方」
一部訂正のお願い

教育委員会事務局の移転について
　組織改革等により、現在、市役所本庁舎３階にあ
ります「教育委員会事務局」（学校教育課・生涯学習
課）は、平成20年４月１日(予定)に現在の豊田支所
へ移転します。
　また、現在、南宮庁舎にある経済部は、市役所 
本庁舎に移転します。
詳しくは、今後の「広報なかの」などでお知らせします。



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所健康福祉課 ☎38-3111(PHS 6120）
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　とても元気な男の子で、ミニ
カー遊びが大好きです。食べ物
はお肉が大好物。
　やさしく元気な子に育ってほ
しいです。

（ペレイラ　ジョルジェ・レジナ イトウさん　東吉田）

（３歳１か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年２月７日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種 乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

検診名 検 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

２月19日㈫ 19年10月生まれ

７か月
健　診 ２月20日㈬ 19年６月生まれ

１　歳
６か月
健　診

２月22日㈮ 18年７月生まれ

２　歳
健　診 ２月18日㈪ 18年１月生まれ

３　歳
健　診 ２月21日㈭ 17年１月生まれ

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／２月19日㈫
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成19年10月生まれ
※３か月健診時に行います。

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時50分
< 中野保健センター >
３月３日㈪…日野､延徳､平野
　　 ４ 日㈫…高丘､長丘､平岡､科野､倭
　　５日㈬…中野
対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児　　
　　   　    (３～８週間隔で３回接種)
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の幼児
 　　　　 （Ⅰ期初回終了後12～18か      
                月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

育児教室
　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／３月７日㈮
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／むし歯予防とアゴの発育の話、
　　　離乳食の話、試食

平成20年２月号 26

マタニティクラス
期日／３月７日㈮
時間／午前９時30分～11時４5分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／母乳栄養と乳房管理、交流会

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　で、就学前の１年間(保
　　　　育園、幼稚園の年長児)
※予防接種法の一部改正により、
　麻しん・風しんの単独ワクチン

接種済みの幼児も、第２期とし
て麻しん・風しん混合ワクチン
を接種します。

※毎月実施していますので、接種
される前月に実施医療機関へ予
約してください。（無料）

　今月から、平成20年度の各種健(検)診の申し込みが始まります。
各地区の保健補導員さんが「健(検)診調査書兼申込書」の配布と回収に
伺いますので、ご記入いただき、提出をお願いします。（申込書は、健
康長寿課または豊田支所健康福祉課へ直接提出していただいても結構です）
病気を早期に発見できれば、大事に至らず、治療期間も短く済みます。
また、生活習慣等を見直すための目安にもなりますので、１年に１度は
必ず健(検)診を受けるようにしてください。
　詳しくは、申込書と一緒に配布される「健(検)診のご案内」や３月に
配布します「健康カレンダー」をご覧ください。
　なお、平成20年度から４0～7４歳の方を対象とする“特定健診”が始まり
ますが、今回の申込書で“特定健診”を申込できるのは、中野市国民健康
保険にご加入の方のみです。被用者保険にご加入の方は、ご加入の医療
保険者にお申し込みください。

　生活習慣病やメタボ
リックシンドロームの
予防の基本は “ バラン
スのとれた適切な食
事 ” です。口は食生活を支える土
台ともいえます。歯周病は、糖尿
病（高血糖）や肥満の人に多く発
症することがわかってきました。
また、自分の歯で、しっかりかん
で、ゆっくり食事をすることは肥
満の予防につながります。歯周病
菌が体内に入ると血管などの炎症
をまねき、動脈硬化の進行につな
がります。
　　　　（協力：中高歯科医師会）

歯周病は動脈硬化
　　　　　を進行させます

各種健(検)診の申し込みが始まります

 小児救急電話相談　    
 「＃８０００」ご利用ください
　乳幼児・小児の医療相談に経験
豊富な助産師がアドバイスします
　アナログ回線、携帯電話、ＩＰ
電話の場合は
☎０２６３（７２）２０００へ
相談日時　毎日午後７時～ 11 時

ペレイラ　ペドロ　
 ガブリエル イトウくん
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18,076m2

23,665m2

2,770,366千円 

土　　　　地
 建　　　　物
 基　　　　金

財　　産

■一般会計
○広域案内看板設置（５箇所） １，３１３
○特別養護老人ホーム建設補助 １３７，２３７
　（フランセーズ悠さかえ）
○病院群輪番制病院運営事業 ３３，７９２
■特別養護老人ホーム会計
望岳荘
○屋根補修工事 １，２６０
○脱臭除菌器（３台） ３７５
○車椅子ほか生活関連備品 ９２８
高社寮
○居室改修工事 ８１９
○酸素増設工事 ７６７
○脱臭除菌器（3台）　 ３７５
千曲荘
○ベランダ手摺改修工事 １，６８０
○全自動洗濯脱水機、乾燥機（各1台） ２，８６７
○電動ベッド（５台） １，１２４
いで湯の里
○流し台給湯管等改修工事 ９２４
○特殊浴槽（１台） ３，３１８
○汚物除去機（２台） １，２４７
菜の花苑
○脱臭除菌器（３台） ３７５
○電動ベッド（４台） ８９９
○車椅子（リクライニング ２台､スイング ３台) ５０３
ふるさと苑
○手洗器増設工事 ２９４
○脱臭除菌器（３台） ３７５
■養護老人ホーム会計
高社寮
○居室改修工事（２室） ６９３
○居室用エアコン（１３台） ８６７
○電動ベッド（３台） ６７４
千曲荘
○居室改修工事（４室） １，６８０

特別会計

一般会計

主な支出

財産（平成19年9月30日現在）

（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

ふるさと市町村圏 公平委員会

北信広域連合決算報告
平成19年10月北信広域連合議会定例会において、平成18年度一般会計・特別会計決算が認定されました。     

平成18年度

歳 入  513,014 

歳 出  503,792

望岳荘 高社寮 千曲荘

いで湯の里 菜の花苑

高社寮 千曲荘

ふるさと苑

歳入 401,032
歳出 374,127

歳入 317,890
歳出 296,537

歳入 275,366
歳出 255,074

歳入 338,695
歳出 316,371

歳入 310,730
歳出 282,959

歳入 123,637
歳出 120,883

歳入 127,843
歳出 124,785

歳入 29,735
歳出 28,092

歳入 1,659
歳出 1,298

歳入 343,181
歳出 328,456

分担金及び負担金  356,405（69.5％）分担金及び負担金  356,405（69.5％）

民生費 201,629（40.0%）総務費 
81,573（16.2％） 公債費 186,348（37.0％）

繰入金 148,233（28.9％）

県支出金 875（0.2%）

議会費 450（0.1％） 衛生費 33,792（6.7％）

繰越金 6,913（1.3％）

諸収入 588（0.1％）

北｜信｜広｜域｜連｜合｜広｜報｜紙

ふるさと北信濃　1



（注）職員手当には、退職手当を含みません。給与費は当初予算に計上された額です。

給  料 計（B）職員手当

①職員の採用及び退職の状況
②部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

採用者数

0人

退職者数

10人

（注）利用者のサービス向上のため、早出・遅出・夜勤等細かなシフトがあります。

歳出額（A）

2,632,374千円

人件費（B）

1,013,930千円

人件費率（B/A）

38.5%

3. 職員の勤務時間その他勤務条件の状況

7. 職員の福祉及び利益保護の状況
・定期健康診断受診者数　１９６人　　・公務災害認定件数　０件　（平成１８年度）
・地方公務員法第４２条の規定に基づき北信広域連合職員互助会を設置し、福利厚生事業、給付事業を実施。

分限処分者数（休職）

懲戒処分者数

1人

0人

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況

6. 職員の研修及び勤務成績の評定の状況

申請件数 0件 承認件数 0件

5. 職員の服務の状況

③職員平均給料月額と平均年齢の状況（平成19年4月1日現在）
平均給料月額 中　級

初　級

151,000円

138,400円260,106円

平均年齢

39.0歳

勤 務 時 間

8:30～17:30

休 憩 時 間

12:00～13:00

④初任給（平成19年4月1日現在）

新規取得

前年度から継続

9人

18人

事務局
特別養護老人ホーム望岳荘
老人ホーム高社寮
老人ホーム千曲荘
特別養護老人ホームいで湯の里
特別養護老人ホーム菜の花苑
特別養護老人ホームふるさと苑
合計

10人
34人
39人
35人
30人
28人
29人
205人

10人
32人
37人
34人
28人
26人
27人
194人

部　　　門
職員数

平成18年 平成19年

②職員給与費の状況（普通会計及び特別会計の予算を合わせたもの）（平成19年度予算）

職員数
（A）

１人当たり
給与費（B/A）

給  与  額  （単位：千円）

202人 616,679 301,593 918,272 4,546千円

共 済 費

158,121千円

（平成18年度決算）

（平成18年度）

内　　　容研修名

1. 職員の任免及び職員数に関する状況

2. 職員の給与の状況
①人件費の状況（普通会計及び特別会計の決算を合わせたもの）

①勤務時間（標準的なもの）

①分限及び懲戒処分者数（平成18年度）

①職員研修の状況（平成18年度）

①職員の営利企業等従事制限に係る許可の状況

②育児休業（平成18年度）

職員体験研修

職場活性化研修

対人マナー研修

メンタルヘルス研修会

採用後５年を経過した職員を対象
広域連合以外の職場を体験し見聞を広めることにより、連合職員としての自覚を促すとともに、多様化の時代に対応できる職員を養成する
民間企業など異業種での実習及び研修を５日間実施する　
年齢２８歳から４０歳までの職員を対象
現在の職場の課題を明確にし、活性化に向けた方策等を習得することにより、福祉施設従事者として対人・コミュニケーション能力の向上を図る　
職員全員を対象、事務局及び６施設すべて現地において実施
地域住民及び施設利用者などとの対人関係に必要な基礎知識とマナーを習得することにより福祉施設従事者として対人・コミュニケーシ
ョン能力の向上を図る　

職場のメンタルヘルスについて、こころの健康づくりの研修を行うことにより精神的な不調を解消し、職務の効率の向上を図る

（注） 採用者数はH19.4.1の採用者数であり、退職者数はH18.4.1～H19.3.31
 の退職者数です。

（注） 職員数は一般職に属する職員。地方公務員の身分を持つ休職者などを含み
 ます。嘱託職員、臨時職員、非常勤職員は除きます。

北｜信｜広｜域｜連｜合｜広｜報｜紙

北信広域連合人事行政の運営等の状況を公表します。

　ふるさと北信濃 ２



広域観光推進事業計画
1. 目　的
　平成18年度に行ってきた研究結果について、今年度広域
観光ワーキンググループを立ち上げ、事業内容について検討
を行いました。
　これに基づき下記のとおり事業を推進します。

2. 平成19年度事業内容
①売れるホームページづくり
　現在の「北信州らぐらぐ倶楽部」をリニューアルし、お客様が
見て喜ばれるホームページを作成する。
　また、県観光ホームページへバナー広告を出し、アクセス数
の増加を目指す。
②おもてなし養成の実施
　他市町村の情報についても知ることが重要であることから、
広域管内の情景を知るための研修視察を実施する。
　また、各市町村の観光資源情報を整備し、情報提供体制を整
える。

③広域観光ポスターの作成
　広域観光ポスターを作成し、JR駅、公共施設等に掲出し北
信州というブランド（場所・地名）をアップさせる。
④情報誌等への広告掲載
　配布範囲の広い既存の情報誌へ、広告を四季別に掲載する。
 新幹線LED広告を掲示し、長野県を訪れるお客様へ北信州
をアピールする。
⑤ロゴのシール作成
　北信州のロゴ、位置図のシールを作成し、各市町村の封筒
へ張り出し知名度を上げる。
⑥観光ルートの設定
　広域観光ルートについては、県も信州キャンペーンでルート
の設定を行っているので、連携・調整を図りながら進めていく。

おもてなし養成のため、圏域内観光スポットの視察を行いました。
目　的
　北信広域連合では昨年度、広域観光推進方策研究会を立ち上
げ広域観光のあり方について研究してきました。
　また、今年度研究結果に基づき広域観光ワーキンググループを
立ち上げ具体的に取組む事業について検討しました。そのなかで、
自分たちが北信州を見つめ直し、再確認してこの地に訪れるお客
様に対して心から伝わるご案内が出来るようにすることを目的と
して視察を行いました。

日　　時：平成19年11月20日（火）
場　　所：岳北地域（飯山市・木島平村・野沢温泉村・栄村）
日　　時：平成19年12月4日（火）
場　　所：岳南地域（中野市・山ノ内町）・木島平村
参加範囲：市町村等観光担当職員・観光協会観光案内所等職員
視察箇所：下記行程表のとおり

11：10
 飯山市
 小菅神社・北竜湖

                               9：40
 飯山市街地
   寺めぐり～愛宕町雁木通り 

        
 木島平村
          稲泉寺

10：009：00 11：40

15：00
 栄村
 山路智恵絵手紙美術館

15：20 15：40
 栄村
 　　北野天満宮

16：00

12：00
 野沢温泉　昼食
         野沢温泉アリーナ

12：50 13：00
 野沢温泉 
 麻釜・湯らり・建命寺
 野沢菜原種ほ場地 

13：50 14：20
 栄村 
          常慶院

14：40

10：3010：20         
 飯山市
 阿弥陀堂の里

10：50

 【岳南方面】 平成19年12月4日（火）

 【岳北方面】 平成19年11月20日（火）

11：50
 山ノ内町  昼食
      ホテルゆだなか

             9：20
 木島平村
        郷の家

        
 木島平村
       馬曲温泉

9：259：00 12：50

16：20

13：00
 山ノ内町
 渋温泉街
 ～志賀高原ロマン美術館

14：30 14：50
 中野市 
    中山晋平記念館 

15：20 15：30
 中野市 
 日本土人形資料館

15：50

10：209：50        
 山ノ内町
 湯田中駅前温泉「楓の湯」
 周辺～世界平和観音

11：40

16：00
 中野市
    高梨館跡公園

北｜信｜広｜域｜連｜合｜広｜報｜紙

ふるさと北信濃　３



1. 開催趣旨
  障害者自立支援法が施行されて1年半が経過し、市町村の担当者からの要望もあり、広域連合で取
り組んでいる「ふるさと市町村圏後期基本計画（H19～22）」『障害者福祉の充実』の施策の一環
として、認定調査員研修を実施しました。

2. 目的
  認定調査員がより的確、迅速な調査を実施していくための研修を行うことで、調査スキルの向上と
共に調査員相互の交流と情報交換、さらには市町村間の連携強化を目的として実施しました。

3. 研修の内容について
開催日：平成19年11月16日(金)　午後1時30分～午後4時20分
会　場：中野市豊田支所　大会議室
対象者：市町村の障害程度区分認定調査員（参加者11名）

　講演会では障害者自立支援法の成立経過等も交えながら、今後の障害程度区分の変更すべき方向性について、
わかりやすくお話ししていただきました。
　またグループ討議では、2グループに分かれて「認定調査における疑問点・問題点について」活発な意見交換が行
われました。

障害程度区分認定調査員研修

  【内容】
  ○講演会 講　師　福岡　寿　氏（北信圏域障害者生活支援センター所長）
 テーマ　「障害程度区分認定のあり方及び今後の障害者福祉サービスの方向性について」

  ○グループ討議 コーディネーター Ⓐグループ　市村　綾子　氏（高水福祉会）
  Ⓑグループ　小巻　佳人　氏（高水福祉会）

北｜信｜広｜域｜連｜合｜広｜報｜紙

ご寄付ありがとうございました。
（北信広域連合表彰規則に基づくものを掲載させていただきます。）

（平成19年6月から11月まで）

○老人ホーム高社寮（TEL0269-22-2449）
　中野市 西原　正様
 人形（ケース付）　故草野きみ作

○特別養護老人ホームいで湯の里（TEL0269-33-5565）
　中野市 匿名希望の方
 金200,000円

　ふるさと北信濃 ４
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季
節
の
コ
ラ
ム

豊田公民館講座「信濃から夢に向かって」
講座後の信濃グランセローズ選手サイン会の様子

子
供
ら
の
　
や
し
ょ
う
ま
ひ
き
　
春
近
し

　

お
釈
迦
様
の
命
日
は
２
月
15
日
で
す
が
、こ
の
命
日

に「
や
し
ょ
う
ま
」を
米
の
粉
で
作
り
、お
仏
壇
へ
お
供

え
し
ま
す
。

　

長
野
県
の
北
部
で
作
ら
れ
る「
や
し
ょ
う
ま
」は
、丸

長
い
お
お
き
な
団
子
の
よ
う
な
食
べ
物
で
、う
す
く
切

っ
て
食
べ
ま
す
。

　

切
る
と
金
太
郎
飴
の
よ
う
に
、様
々
な
色
で
工
夫
し

て
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、一
月
遅
れ
の
３
月
15
日
に
や
し

ょ
う
ま
の
行
事
を
行
う
所
も
あ
り
ま
す
。

　

子
供
の
頃
は
、よ
く
や
し
ょ
う
ま
ひ
き
を
す
る
た
め

隣
近
所
を
回
り
、色
と
り
ど
り
の
模
様
の
違
っ
た
や
し

ょ
う
ま
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、賑
や
か
に
外
で
大
勢
の
子
供
た
ち
と
共
に
、

色
々
な
形
や
模
様
を
見
せ
合
っ
て
楽
し
く
食
べ
な
が
ら

遊
ん
だ
記
憶
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　

最
近
は
少
子
化
の
影
響
な
の
か
、大
勢
の
子
供
た
ち

が
外
で
遊
ぶ
姿
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

あおぞら
　

立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、

相
変
わ
ら
ず
寒
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
が
「
早
く
春
が
来

な
い
か
な
ぁ
」
と
願
う
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
寒
さ
の
厳
し
い
こ
の
時

期
は
運
動
不
足
に
加
え
、
食

べ
過
ぎ
飲
み
過
ぎ
で
、
ふ
と
体
重
計

に
乗
っ
た
時
に
青
ざ
め
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
か
と
…
。

　

「
何
と
か
し
な
く
て
は
！
」
と
思

い
つ
い
た
の
が
『
キ
ノ
コ
』
で
し
た
。

キ
ノ
コ
は
低
カ
ロ
リ
ー
で
食
物
繊
維

も
豊
富
、
便
秘
解
消
・
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
の
低
下
や
ガ
ン
予
防
に
も
効

果
あ
り
と
言
わ
れ
る
万
能
食
品
で
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
こ
こ
中
野
市
は

様
々
な
キ
ノ
コ
の
栽
培
が
盛
ん
で
、

新
鮮
で
栄
養
豊
富
な
キ
ノ
コ
が
手
軽

に
手
に
入
り
、
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ

ー
も
多
い
の
で
鍋
や
五
目
ご
飯
、
炒

め
物
や
煮
物
な
ど
、
カ
ロ
リ
ー
を
気

に
せ
ず
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
減
ら
し

た
カ
ロ
リ
ー
は
熱
燗
で
も
と
思
う
の

は
厳
禁
で
す
よ(

笑)

　

キ
ノ
コ
工
場
か
ら
立
ち
上
る
白
い

煙
を
み
た
ら
、
今
晩
の
お
か
ず
に
キ

ノ
コ
料
理
を
一
品
加
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
？　
　
　

(

Ｋ
・
Ｓ)

『
地
域
で
子
育
て
を

　
進
め
る
た
め
に
』
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン



２

■
講
演
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
や
、

さ
ら
に
聞
き
た
い
こ
と
を
交
え
自
己

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

■
社
会
教
育
委
員
と
図
書
館
で
子
ど

も
の
本
の
読
み
聞
か
せ
、
各
小
学
校

の
読
書
指
導
員
も
し
て
い
ま
す
。
お

話
を
伺
い
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
力

を
出
す
大
切
さ
を
考
え
る
時
期
が
来

た
と
思
い
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ
は
、
10
年

程
に
な
り
ま
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
系

の
わ
ん
ぱ
く
広
場
と
、
地
域
の
伝
統

文
化
系
が
柱
で
す
。
以
前
は
き
の
こ

狩
、
地
蜂
取
り
、
蕎
麦
の
栽
培
、
今

は
キ
ャ
ン
プ
・
雪
上
運
動
会
や
、
ふ

る
さ
と
の
昔
遊
び
の
事
業
を
し
て
い

ま
す
。

　
学
校
が
地
域
の
拠
点
に
な
り
、
地

域
の
活
性
化
が
さ
れ
る
と
の
こ
と
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
た
だ
子
ど
も

も
先
生
も
少
な
い
地
域
で
は
難
し
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
実

現
す
る
の
か
を
お
聞
き
し
た
い
。

■
立
志
館
高
校
の
評
議
員
と
中
野
西

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
も
子
ど
も
の
教
育
に
と
っ
て
大

事
な
位
置
づ
け
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
お
父
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
」
で
絵

本
を
子
ど
も
に
読
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
と
延
徳
小
学
校
の
「
ポ
ッ
プ
教

室
」
「
放
課
後
教
室
」
で
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。

■
栄
村
の
秋
山
小
学
校
で
全
校
27
名
、

地
域
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
学

校
を
振
り
出
し
に
、
日
本
人
学
校
で

は
、
日
本
と
は
違
う
教
育
事
情
の
中

で
地
域
が
ど
う
学
校
を
支
え
て
い
る

か
に
触
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
学
で
の

研
究
で
、
高
校
・
大
学
生
と
も
議
論

を
交
え
現
代
の
あ
り
よ
う
を
討
論
し

ま
し
た
。

　
小
学
校
３
年
生
の
教
諭
で
す
が
、

「
ま
な
ざ
し
」
と
い
う
冊
子
作
成
に

取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
「
い
ろ

ん
な
場
所
で
子
ど
も
の
姿
が
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
」
と
の
デ
ー
タ
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
た

の
か
、
子
ど
も
が
求
め
て
い
る
も
の
、

私
た
ち
が
成
せ
る
も
の
は
何
か
と
、

議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
求
め
て
い
る
も
の
を
、
諭
し
導

い
て
い
く
こ
と
が
、
教
師
の
務
め
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　「
地
域
と
の
融
合
」に
疑
問
で
し
た

が
、
教
育
批
判
か
ら
理
解
者
に
変
わ

る
地
域
の
方
、
わ
が
子
だ
け
で
な
く

ど
の
子
も
同
様
に
育
て
て
い
こ
う
と

す
る
取
り
組
み
に
、
感
銘
し
ま
し
た
。

■
校
長
を
退
職
し
四
月
か
ら
地
域
の

親
父
に
な
り
、
子
ど
も
教
室
で
子
ど

も
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

は
校
長
先
生
と
思
わ
な
い
で
、
本
音

を
出
し
て
く
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
「
学
校
は
敷

居
高
く
て
」
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
学
校
側
に

伝
え
て
い
ま
す
。

　
今
の
時
代
、
分
か
る
ふ
り
を
す
る

こ
と
で
な
く
、
学
校
も
こ
こ
は
苦
手

だ
と
出
し
て
も
い
い
と
考
え
ま
す
。

秋
津
小
で
も
、
学
校
の
批
判
を
し
て

い
た
地
域
の
人
が
「
そ
う
い
う
教
育

が
大
事
だ
、
分
か
り
ま
し
た
」
と
大

人
ら
し
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る

プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
人
前
で
喋
れ
な
い
子
で
、

学
校
は
つ
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

教
員
に
な
っ
た
と
き
に
、
僕
の
よ
う

な
子
を
一
人
で
も
作
り
た
く
な
い
、

学
校
が
癒
し
の
場
・
楽
し
い
場
に
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま

し
た
。

　
今
、
子
ど
も
が
放
課
後
に
学
校
で

遊
べ
な
い
よ
う
な
状
況
に
し
て
い
ま

す
。
授
業
が
終
る
と
、
学
校
内
で
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
早
く
家
へ
帰
し

ま
す
。
家
に
着
く
と
、
ゲ
ー
ム
を
や

る
子
の
ほ
か
、
危
な
い
公
園
、
狭
い

空
き
地
で
遊
ぶ
子
も
い
ま
す
。
大
久

保
東
小
の
と
き
、
「
学
校
が
一
番
安

全
だ
か
ら
、
校
庭
を
貸
し
て
く
れ
、

町
内
会
が
順
番
で
見
守
る
か
ら
」
と

地
域
か
ら
要
請
が
あ
り
、
学
校
を
開

放
し
ま
し
た
。
地
域
で
保
険
な
ど
に

入
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
で
遊
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
放
課
後
だ
け
で

な
く
、
土
日
も
と
な
り
、
土
日
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
、
夏
は
夏
祭
り

へ
と
広
が
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

■
過
疎
化
し
て
人
が
少
な
い
と
、
賛

同
者
も
少
な
い
。
一
人
に
負
担
が
か

か
る
図
式
で
、
や
め
る
方
向
へ
と
な

る
。
参
加
者
が
多
い
ほ
ど
活
性
化
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
や
ろ
う
と
す
る

気
持
ち
が
伝
わ
ら
な
い
歯
が
ゆ
さ
が

あ
り
ま
す
。

■
参
加
者
確
保
の
話
が
出
ま
し
た
。

退
職
し
て
い
る
方
に
「
こ
う
い
う
事

業
で
、
カ
メ
ラ
撮
影
し
て
く
だ
さ

い
」
と
写
真
班
を
頼
み
ま
し
た
。
ま

た
お
年
寄
り
へ
「
餅
つ
き
の
こ
ね
手

を
教
え
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う

と
、
出
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
何
か

役
割
が
な
い
と
出
て
も
ら
え
な
い
の

で
、
「
こ
の
た
め
に
」
と
い
う
誘
い

方
を
し
て
い
ま
す
。

■
秋
津
で
、
学
校
と
町
内
会
の
人
た

ち
と
の
接
点
が
、
ど
う
で
き
た
の
か
。

お
願
い
し
ま
す
。

■
千
葉
県
か
ら
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
す
る
の
で
、
学
校
と
地
域

が
一
緒
の
も
の
を
発
表
し
て
く
れ
」

と
の
要
請
が
あ
り
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
学
校
と
地

域
は
大
体
別
に
練
習
し
、
一
緒
に
練

習
す
る
に
も
日
程
調
整
な
ど
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず
、

い
い
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
発
表
が
で
き
ま

し
た
。

　
そ
れ
で
終
了
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
「
合
唱
団
な
ど
を
解
散
す
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
」
「
学
校
で
土
・

日
曜
日
に
練
習
し
た
い
」
と
の
申
し

入
れ
が
あ
り
、
敵
に
回
す
と
う
る
さ

い
地
域
で
す
か
ら
、
練
習
活
動
を
す

る
と
き
は
、
教
頭
の
私
が
鍵
を
開
け

に
来
ま
し
た
。
私
に
は
土
・
日
曜
日

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
時
期
に
「
あ
れ
で
は
教
頭
か

わ
い
そ
う
」
と
言
っ
て
も
ら
い
、
親

し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
通
信
簿

の
評
価
に
関
わ
ら
な
い
読
み
聞
か
せ

や
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
来
て
も
ら

う
よ
う
に
な
り
、
接
点
が
で
き
ま
し

た
。

■
ど
う
し
た
ら
、
学
校
と
関
わ
れ
る

の
か
を
、
地
域
も
学
校
も
考
え
な
け
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れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
こ
れ
は
学
校
側
か
ら
と
思
い
ま
す
。

地
域
か
ら
で
は
、
学
校
が
警
戒
し
一

歩
引
く
と
思
い
ま
す
。
学
校
が
「
こ

う
い
う
こ
と
で
来
て
頂
き
た
い
」
と

発
信
し
た
こ
と
に
、
地
域
は
答
え
や

す
い
の
で
す
。
学
校
が
先
と
思
い
ま

す
。

■
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。
学
校
は
敷
居
が
高
く
行
き
に
く

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
か
ら
、
学
校

か
ら
発
信
し
地
域
で
受
け
止
め
る
方

が
、
学
校
に
足
が
向
き
、
学
校
の
様

子
、
生
徒
の
姿
が
見
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
で
な
け
れ
ば
学
校

に
行
け
な
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

「
開
か
れ
た
学
校
」
が
、
現
実
に
あ

る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も

に
は
、
先
生
や
親
と
は
違
う
第
三
者
、

地
域
の
お
じ
さ
ん
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
な
と
こ
ろ
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

■
「
教
育
は
学
校
で
す
る
も
の
」

「
地
域
の
役
割
と
学
校
の
役
割
は

元
々
違
う
も
の
」
い
う
意
見
が
あ
り

ま
す
が
、
「
地
域
で
教
え
る
」
こ
と

と
「
学
校
で
の
教
育
」
の
意
義
は
、

何
で
し
ょ
う
か
。

■
義
務
教
育
は
９
年
間
で
す
が
、
そ

の
先
生
の
数
が
１
０
０
万
人
以
下
で

す
。
人
口
の
１
％
以
下
の
人
が
９
年

間
を
受
け
持
つ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ

の
中
に
、
い
い
先
生
で
は
な
い
と
言

わ
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　
教
員
養
成
の
講
師
も
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
の
学
生
た
ち
を
先
生
と
し

て
欲
し
い
と
思
わ
な
い
。
お
利
口
す

ぎ
て
、
偏
差
値
は
高
い
が
、
体
験
も

し
た
こ
と
な
い
。
分
か
ら
な
い
さ
び

し
い
子
ど
も
の
気
持
を
理
解
で
き
な

い
だ
ろ
う
。

　
団
塊
の
世
代
が
辞
め
、
体
験
不
足

の
先
生
が
現
場
に
来
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
は
学
校
が
す
る
と
い
う
固
定
観

念
だ
け
で
い
い
の
か
を
、
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
た
だ
地
域
の
人
は
先
生
以
上
の
こ

と
を
し
て
は
い
け
な
い
、
逆
に
先
生

が
地
域
に
丸
投
げ
し
て
も
い
け
な
い
、

役
割
分
担
は
き
ち
ん
と
す
べ
き
で
す
。

「
通
信
簿
に
あ
ん
ま
り
関
係
な
い
」

技
術
面
で
は
地
域
の
人
に
出
て
き
て

い
た
だ
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
は
教

員
が
す
る
。

■
学
校
は
地
域
に
開
き
た
い
で
す
か
。

地
域
の
人
が
来
る
と
煩
わ
し
い
と
い

う
の
が
本
音
で
は
な
い
で
す
か
。

■
本
音
で
言
う
と
、
子
ど
も
を
指
導

し
て
い
る
場
面
は
見
せ
た
く
な
い
と

思
う
先
生
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
授
業
参
観
の
週
を
設
け
て
、
子

ど
も
と
教
師
が
生
で
ぶ
つ
か
り
合
う

場
面
や
、
教
師
自
身
の
胸
を
開
き
裸

に
な
っ
て
「
学
校
は
こ
の
様
に
や
っ

て
い
ま
す
」
の
方
が
、
地
域
の
方
の

共
感
に
結
び
つ
く
と
思
い
ま
す
。

■
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校

を
開
く
こ
と
に
は
、
先
生
に
警
戒
感

が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
や
地
域

の
人
が
ど
れ
だ
け
大
人
な
れ
る
の
か

に
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
先
生
の
味

方
で
あ
る
こ
と
を
見
せ
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

　
学
級
懇
談
会
な
ど
で
「
先
生
の
書

い
た
字
が
間
違
い
で
す
」
「
大
き
な

声
で
怒
鳴
る
と
子
ど
も
が
萎
縮
し
て

し
ま
う
」
と
担
任
に
言
う
大
人
に
な

り
き
れ
な
い
保
護
者
も
い
ま
し
た
の

で
、
「
開
く
」
こ
と
に
先
生
方
は
反

対
で
し
た
。
そ
こ
で
、
「
先
生
の
ま

ず
い
こ
と
で
も
直
接
先
生
に
は
言
わ

な
い
こ
と
、
直
さ
せ
る
こ
と
は
管
理

職
に
、
私
た
ち
が
指
導
す
る
か
ら
」

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

地
域
の
人
か
ら
の
指
摘
で
も
自
分
が

見
聞
し
た
こ
と
に
す
る
と
、
先
生
は

傷
つ
き
ま
せ
ん
。
親
が
先
生
の
味
方

で
大
人
ら
し
く
な
る
こ
と
で
、
そ
の

先
に
い
い
教
育
が
あ
り
ま
す
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
の
学
校
の
草
刈
は
、

以
前
は
子
ど
も
と
一
緒
で
し
た
か
ら
、

「
子
ど
も
と
一
緒
に
」
と
提
案
し
た

が
、
先
生
方
は
受
け
入
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
緒
に
す
る
こ
と
が
い
い
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

■
建
前
で
は
「
一
緒
に
や
り
、
大
人

の
後
姿
を
子
ど
も
に
感
じ
て
も
ら
い
、

地
域
の
方
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
」
で

す
が
、
学
校
は
嫌
が
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
で
な
く
、
時
間
の
あ

る
人
は
草
取
り
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
、
「
何
月

何
日
、
授
業
は
カ
ッ
ト
し
て
一
緒
に

や
り
ま
す
」
と
行
事
に
組
む
と
重
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

■
「
一
緒
に
」
と
の
思
い
は
、
よ
く

分
か
り
ま
す
。
行
事
の
場
合
に
は
、

賛
否
も
あ
り
、
ど
う
お
願
い
し
て
い

く
か
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
す
。
あ
る

意
味
で
押
し
付
け
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
子
ど
も
と
教
師
と
親
で
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
人
・
地
域
の
人
も
大
切
で
す
。

そ
の
方
を
ど
う
学
校
に
取
り
込
む
か
、

ど
ん
な
役
割
で
学
校
に
来
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
か
、
学
校
・
教
師

か
ら
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
中
野
高
校
へ
食
生
活
改
善
推
進
員

の
方
が
、
お
や
き
作
り
を
教
え
に
行

き
、
卒
業
生
が
東
京
で
お
や
き
を
作

り
、
友
達
に
ふ
る
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
話
を
聞
い
て
、
教
え
た
方
は
大

変
喜
ば
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
以
前

よ
り
学
校
と
市
民
と
の
交
流
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

■
な
ぜ
、
地
域
の
人
は
通
信
簿
と
関

係
の
な
い
部
分
な
の
か
。
子
ど
も
が

傷
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
通
信
簿
に
関

係
し
た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
地

域
は
通
信
簿
と
関
係
の
な
い
分
野
で
、

学
校
は
子
ど
も
を
評
価
す
る
通
信
簿

の
分
野
と
い
う
二
分
法
を
越
え
ら
れ

な
い
も
の
で
す
か
。

■
誤
解
を
受
け
ま
し
た
。
最
初
に
学

校
に
入
る
と
き
の
こ
と
で
す
。
環
境

だ
と
か
、
時
間
割
を
変
更
し
な
い
で

済
む
も
の
の
方
が
、
最
初
は
地
域
の

人
が
入
り
易
く
、
学
校
も
排
除
す
る

理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
な
が
り
を

作
り
な
が
ら
、
本
丸
の
大
事
な
と
こ

ろ
に
入
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
つ
な
が
り
も
な
い
と
こ
ろ
で

「
算
数
の
授
業
を
先
生
と
一
緒
に
見

る
」
「
落
ち
こ
ぼ
れ
を
作
ら
な
い
た

め
協
力
す
る
」
で
は
、
抵
抗
が
出
る

と
思
い
ま
す
。

　
信
頼
関
係
が
出
て
く
る
と
、
通
信

簿
の
分
野
も
で
き
ま
す
。
今
、
秋
津

小
で
は
、
放
課
後
算
数
教
室
を
地
域

の
お
母
さ
ん
が
し
て
い
ま
す
。
中
学

生
の
数
学
教
室
も
で
す
が
、
先
生
は

ま
だ
嬉
し
い
顔
を
し
て
い
な
い
み
た

い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
大
人
が
、
本
当
に
大

人
に
な
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
職
員
は
違
い
に
耐
え
る
勇
気

を
と
申
し
ま
し
た
が
、
教
職
員
に
限

ら
ず
大
人
は
み
ん
な
違
っ
て
い
い
、

自
分
の
意
志
で
や
る
こ
と
、
横
並
び

で
な
く
て
よ
い
と
考
え
ま
す
。
順
番

で
や
る
こ
と
が
、
平
等
で
あ
る
よ
う

に
み
え
る
が
、
で
き
る
人
が
で
き
る

こ
と
を
や
れ
ば
い
い
で
す
。
自
立
す

る
こ
と
、
自
分
の
主
体
的
な
一
歩
で

動
く
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
気

が
し
ま
す
。

■
か
つ
て
小
・
中
学
校
は
文
化
の
拠

点
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
俺
た
ち

の
学
校
だ
」
と
学
校
に
求
心
力
が
あ

り
、
そ
こ
に
人
が
集
ま
る
。
俺
た
ち

の
学
校
だ
か
ら
良
く
し
よ
う
と
、
人

の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
た
気
が
し

ま
す
。

　
ペ
ル
ー
の
日
本
人
学
校
で
は
、
お

金
の
払
え
な
い
親
た
ち
は
、
代
わ
り

に
机
を
直
す
な
ど
学
校
の
環
境
整
備

で
貢
献
し
、
教
員
も
教
科
書
が
無
い

子
ど
も
た
ち
に
印
刷
し
て
渡
す
と
い

う
「
教
育
愛
」
が
あ
り
ま
し
た
。
親

の
信
頼
を
得
て
子
ど
も
た
ち
が
逞
し

く
成
長
す
る
よ
う
進
め
た
い
、
今
回

の
融
合
に
つ
い
て
実
践
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
市
民
の
た
め
に
プ
ロ
と
し
て
、
子

ど
も
へ
の
責
任
を
取
る
こ
と
の
で
き

る
教
師
で
あ
る
た
め
に
、
も
っ
と
も

っ
と
や
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
関
係
で
胸
を
痛
め
た
先

生
た
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
、
地
域
の

人
に
人
材
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
が
、

１
年
間
お
呼
び
し
な
い
場
合
に
は
、

お
手
紙
を
出
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

「
今
年
は
こ
ん
な
事
情
で
お
声
を
か

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
も
是
非
お

願
い
し
ま
す
」と
寄
り
添
い
、
心
通
わ

せ
る
こ
と
が
、
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

■
今
回
は
、
通
常
の
公
民
館
の
講
演

会
と
は
違
い
、
市
民
を
交
え
協
議
し

準
備
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
議
論
を

た
だ
話
だ
け
に
終
ら
せ
ず
に
、
地
域

の
役
割
や
可
能
性
は
何
か
、
学
校
と

は
何
か
を
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆なかの21市民講座 パネルディスカッション◆
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江
戸
時
代
に
は
「
吉
田
千
石
」
と

い
わ
れ
た
ほ
ど
に
、
大
字
吉
田
地
籍

は
広
く
、
東
は
松
川
駅
の
北
東
ま
で

細
長
く
入
り
込
ん
で
い
る
。
昭
和

三
十
年
こ
ろ
ま
で
、
現
在
の
東
吉
田

地
籍
に
は
、
人
家
は
端
の
方
に
わ
ず

か
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
三
十
年
過
ぎ
に
、
そ
の
地
区
に
工

場
と
松
川
県
営
住
宅
が
で
き
る
と
、

急
速
に
住
宅
地
化
が
は
じ
ま
っ
た
。

吉
田
区
の
本
ム
ラ
は
遠
く
西
の
ほ
う

に
あ
り
、
生
活
上
な
に
か
と
不
便
な

こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
市
か
ら
の
配
り
物
の

遅
配
、
近
く
に
中
野
小
学
校
が
見
え

て
い
な
が
ら
、
三
キ
ロ
も
あ
る
平
野

小
学
校
へ
の
通
学
、
保
育
園
通
園
も

同
じ
こ
と
。
お
祭
り
の
幟
立
て
、
春

秋
の
道
普
請
と
堰
あ
げ
は
関
係
な
い

地
点
ま
で
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
三
十
七
、
八
年
こ
ろ
、
新
し

い
区
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
住
民

の
な
か
に
お
こ
り
、
三
十
九
年
二
月
、

新
区
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
協
議
を
重
ね
、
吉
田
区
長
に
相
談
。

二
月
二
十
九
日
の
吉
田
区
民
総
会
で
、

新
区
の
範
囲
を
限
定
し
て
承
認
さ
れ

た
。

　
三
月
二
十
八
日
、
名
称
を
「
東
吉

田
区
」
と
決
定
、
準
備
委
員
会
を
実

行
委
員
会
に
切
り
替
え
、
住
民
の
理

解
を
得
る
努
力
を
し
た
。

　
松
川
区
か
ら
区
の
範
囲
を
め
ぐ
っ

て
抗
議
が
あ
り
、
松
川
県
営
住
宅
付

近
は
住
民
の
自
由
意
志
に
任
せ
る

こ
と
で
決
着
を
み
、
ま
た
越
石
問

題
な
ど
も
解
決
。
昭
和
三
十
九
年(

一
九
六
四)
四
月
六
日
、
中
野
市
公

民
館(

現
松
川
区
民
会
館)

に
お
い
て
、

青
木
市
長
な
ど
を
迎
え
て
、
設
立
総

会
を
開
き
、
東
吉
田
区
を
四
月
一
日

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
設
立
す
る
決
定
を

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
敏
明

　
東
吉
田
区
は
七
百
世
帯
二
千
人
が

暮
ら
し
、
中
野
市
で
は
西
条
区
に
次

ぎ
二
番
目
の
大
き
な
区
と
な
り
ま
し

た
。
昔
な
が
ら
の
区
で
は
な
い
の
で
、

神
社
な
ど
集
う
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
、
分
館
事
業
に
は
区
執
行
部

並
び
に
関
係
諸
団
体
の
協
力
を
頂
き

な
が
ら
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
春
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
ら
秋

の
文
化
祭
ま
で
八
つ
の
事
業
を
行
い
、

参
加
人
数
は
延
べ
千
二
百
人
に
上
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
区
民
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
と
盆
踊
り
大
会
に
は
そ
れ

ぞ
れ
四
百
人
前
後
の
参
加
者
が
あ
り

ま
す
。
殺
伐
と
し
て
将
来
に
希
望
が

持
て
な
い
社
会
の
中
で
、
区

民
に
と
っ
て
は
微
力
の
光
で

す
が
分
館
と
し
て
注
ぐ
事
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
は
、
分
館
報

以
外
の
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
と

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立

上
げ
ま
し
た
。
素
人
集
団
で

す
の
で
ま
だ
未
熟
な
内
容
の

物
で
す
。
た
だ
、
遠
く
で
暮

ら
す
区
出
身
者
が
故
郷
を
想
う
時
、

ペ
ー
ジ
を
覗
い
て
く
れ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
ヤ
フ
ー
・
グ
ー
グ
ル

で
『
東
吉
田
分
館
』
検
索
で
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
誇
れ

る
故
郷
の
分
館
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

望
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
分
館
長
　
徳
竹
　
博
幸

東吉田分館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

東
吉
田
区
の
誕
生

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

『盆踊り大会』賑わう
手作り屋台の様子

　
今
回
の
編
集
委
員
だ
よ
り

は
、
去
る
一
月
十
四
日
に
行

わ
れ
た
、
間
山
地
域
の
「
ど

ん
ど
焼
き
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
間
山
区
で
は
区
内
の
地
域

ご
と
に
七
箇
所
で
「
ど
ん
ど

焼
き
」
が
行
わ
れ
、
取
材
し

た
あ
る
組
で
は
当
日
の
朝
、

組
立
作
業
を
行
い
、
夜
七
時

ご
ろ
花
火
を
合
図
に
、
老
若

男
女
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
始
め
に
行
う
、
花
火
師
の

皆
さ
ん
に
よ
る
「
打
上
げ
、

仕
掛
け
花
火
」
は
、
あ
た
り

の
白
銀
の
風
景
を
照
ら
し
出

し
、
と
て
も
幻
想
的
で
し
た
。

来
年
は
「
七
箇
所
で
昇
火
・

花
火
・
中
野
の
夜
景
」
を
同

時
に
一
望
で
き
る
「
ぽ
ん
ぽ

こ
の
湯
」
で
堪
能
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
花
火
が
終
る
と
同
時

に
次
は
「
ど
ん
ど
」
に
着
火

し
、
炎
が
下
火
に
な
っ
た
こ

ろ
、
祖
父
母
と
一
緒
に
作
っ

た
と
思
わ
れ
る
色
鮮
や
か
な

「
も
の
・
も
ち
」
を
、
子
ど

も
達
が
炎
で
炙
り
ま
す
。
祖

父
母
と
一
緒
に
炎
の
熱
さ
を

我
慢
し
て
、
炙
っ
て
い
る
姿

は
と
て
も
微
笑
ま
し
く
、
ま

さ
に
世
代
間
交
流
の
象
徴
で

し
た
。

　
大
変
珍
し
い
区
内
七
箇
所

で
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
は
、

関
係
者
に
と
っ
て
は
多
大
な

労
力
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
伝

統
行
事
を
後
世
に
伝
え
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

■中野市統一成人式のお知らせ
　平成20年から中野市成人式は中野地域・豊田地
域を統一して開催します。開催日は５月４日(みど
りの日)です。受付は午前９時30分、開式は午前10
時です。会場は中野市市民会館です。
　昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生まれの
方が対象者となります。
　なお、平成20年３月中に、中野市に住民登録し
ている方を対象に案内状をお送りします。
　現在、市外・県外にお住まいの方で中野市成人式
の出席を希望される方は、事前に中野市中央公民館
までご連絡ください。

中央公民館から

２月の展示コーナー

書道如水会会員
　　日展入選者作品展　

場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■映画上映会　音楽ドキュメンタリー映画
♪ララ、歌は流れるー中山晋平物語ー
　中野市出身の作曲家、中山晋平先生の生涯を
追ったドキュメンタリー映画です。少年時代から
晩年までを映像化し、中野市の住民や子ども達も
エキストラ出演しています。
　「カチューシャの唄」「シャボン玉」「雨降り
お月」など大衆に愛された晋平先生の名曲が流れ
てきます。
　この機会に、ぜひ、心温まる映画をご鑑賞くだ
さい。
日　時　２月12日(火)
　　　　午後１時～(上映時間90分)
会　場　北部公民館　２Ｆ講堂
対　象　どなたでも
その他　申込み・入場料は不要です。
　　　　お気軽にお出かけください!!

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 北 部 公 民 館
☎ 2 6 - 0 6 7 7   ㈲ 28878

北部公民館から

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 西 部 公 民 館
☎ 2 3 -1 0 2 4 ㈲ 2 6 6 7 4

西部公民館から
■高齢者大学
　教養や趣味の幅を広げるとともに、社会参加に向
けての生きがいづくりにお役立て下さい。西部公民
館は高齢者の皆さんを応援します！
　すべて金曜日、時間は午後１時30分～３時まで。
　受講料は無料で、どなたでも参加できます。
 （予　定）
２月８日　「心と体の健康」
講師　元中野小学校校長・水墨画家　嘉生稀宗さん
２月15日　「手品をやってみませんか」
講師　長野市マジック愛好会副会長　安藤照治さん
２月22日　「救急救命講習会」
講師　中野消防署員
２月29日　「気功～誰にでも出来る身体の痛み予防～」
講師　スポーツ指導員　畔上百合子さん
３月７日　「ひな市と中野土人形」
講師　中野土人形研究家　小古井嘉幸さん

■灯篭びなをみんなでつくって、
　　　　　　　　　練り歩きたのしもう!!
　みんなで灯篭びなをつくって、練り歩き楽しもう
　土人形の絵付け体験もあります
日　時　(予定)
　　　　３月１、８、22、29、31日
　　　　全５回(午前９時～)
会　場　中央公民館
対　象　市内小学生　　定　員　20名
申込み　２月25日(月)までに中央公民館へ
その他　参加料600円程度
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

豊田公民館から
■子育て支援講座
「親子のふれあい教室」
　親子で歌やゲームをたのし
みましょう。
日　時　３月９日(日) 
　　　  午後２時～３時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　小学校教諭　田中裕美　先生
対　象　未就学児～小学生と保護者
受講料　無料　　
申込み　豊田公民館へ

■星の観望会「星空をみよう」
　冬の澄んだ空気で一段ときれいに見える冬の星
空を眺めてみよう。
日　時　２月16日(土) 午後６時30分～９時まで
場　所　北信濃ふるさとの森文化公園創造館
内　容　プラネタリウム観覧、冬の星観望
　　　　(悪天候時はプラネタリウムの観覧のみ)
講　師　信州中野天文同好会の皆さん
対　象　子どもから大人まで誰もが参加できます。
受講料　無　料　　
定　員　40名　　申込み　豊田公民館へ

平成19年度 豊田公民館文化講演

「男たるもの、かく生きるべし」
父親として、一家の長として、
また、一人の男として、

いかりや長介氏が背中で教え、
語り続けてくれた
多くの人生哲学。

プロフィール
ドリフターズのリーダーとして
活躍された故いかりや長介氏の
長男。
1993年、明治大学経営学部卒
業後、森永製菓㈱入社。
2004年、㈱ドリフターズ事務所
代表取締役を兼務就任し、現在
に至る。

主催　中野市豊田公民館　TEL 0269-38-2922

講師

日時

会場

㈱ドリフターズ取締役社長

いかりや 浩一氏

中野市豊田文化センター

２ 24月 日（日）
午後１時30分 開会

入場無料
※託児室を設けますので、
　ご利用を希望される方
　は、豊田公民館へお申
　込み下さい。
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